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l下 水道事業 24億 0，000万円 (- 7.8%) I 

E理号l炉農業集落排水事業
8億 0，000万円 (+ 6.8%) 

簡易水道事業 1億 6，350万円 (-15.5%) 

国民健康保険事業 37億 6，500万円 (+ 5.8%) 

金I 老人保健医療事業 48億 9，500万円 (-0.5%) 

介護保険事業 36億 7，200万円 (+ 7.8%) 

間l 水族館事業 1億 7，450万円 (-6.4%) 

C A T V 事業 5億 7，700万円 (+ 1.3%) 

2 

を
お
知

特別会計とは ある特定の事業を行う場合に、一般会計(市の一般的

な行政活動に対する経理)とは区別して行う会計のことです。主に、

その事業による収入によって経理を行います。
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 ( )内は対前年度比

平
成
口
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
予
算
は
、

1
6
9
億

5
2
0
0
万
円
で
、
前
年

度
対
比

8
%
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
(
平
成
凶
年
度
は
減
税
補
て
ん
債
の
借
換
分

9
億

4
5
9
0
万
円
が
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
除
い
た
実
質
的
な
前
年
度
対
比

は

3
%
の
減
と
な
り
ま
す
。
)

ま
た
、
下
水
道
事
業
な
ど

8
つ
の
特
別
会
計
で
は
、

1
6
4
億

4
7
0
0
万
円

(
前
年
度
対
比

1

・
6
%増
)
と
な
り
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算

総
額
は
、

3
3
3
億

9
9
0
0
万
円
で
前
年
対
比

3
・
5
%
の
減
と
な
り
ま
す
。

(
減
税
補
て
ん
債
の
借
換
分
を
除
く
と

0
・
8
%
の
減
と
な
り
ま
す
。
)



市 税
62.8億円(37.1%)

地方消費税交付金

5億円 (2.9%)

国庫支出金

10.9億円 (6.4%)

地方交付税
35億円(20.6%)

( )内は構成比

諸収入

7.8億円(4.6%)

市債

10.2億円 (6.0%)

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
市
税
は
松
下
電
器
産
業
側
の
工
場
建

設
効
果
、
個
人
市
民
税
の
伸
び
な
ど
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

地
方
交
付
税
の
減
額
な
ど
に
よ
り
財
源
不
足
が
生
じ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
財
政
調
整
基
金
(
市
の
貯
金
)
約

7
億
円
を
取
り
崩
し

ま
し
た
。
平
成
口
年
度
末
に
は
基
金
の
残
高
が

5
億
8
0
0
0

万
円
余
り
し
か
残
ら
な
い
見
込
み
で
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
運

営
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

υ 

人
件
費
を
前
年
度
比

3
・
2
%
減
額
し
た
ほ
か
、
投
資
的

経
費
(
道
路
や
公
園
な
ど
公
共
胞
設
の
建
設
等
の
た
め
の
経

費
)
も

1

2

・
6
%
減
額
し
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
管
理
職
手
当
の
印
%
削
減
の
継

続
、
職
員
の
削
減
、
各
種
事
業
団
体
へ
の
補
助
金
の
削
減
な

ど
行
財
政
改
革
に
よ
っ
て
2
億
6
0
0
0
万
円
余
り
の
節
約

に
努
め
ま
し
た
。

その他 8.9億円(5.2%)
衛生費 5.9億円(3.5%)

健康診断やごみ処理など

)

祉
%
り
福

8
宮
司
の

'
'
お
年
人

差
同

十
iv

阜のフ
Q

ヤ」

円
ゃ
あ

崎
山

立
思
+
七
の

民

川
ど
害

.
む
子
障

A
斗

農林水産業費 7.3億円(4.3%)
農業 ・林業 ・水産業の発展

教育費

15.8億円 (9.3%)

学校、社会教育や
スポーツなど

総務費
26億円 (15.3%)

市の全般的な
仕事の経費

商工費
18.3億円(10.8%)
商工業や観光を盛んに

( )内は構成比

公債費
22.3億円
(13.2%) 

道路や公園などを
造るために借リた

お金を返す

土木費 21.3億円 (12.6%)

道路や公園の整備など

女
予
算
の
編
成
方
針
に
つ
い
て

|

|

」

現
在
の
園
、
地
方
の
財
政
状
況
は
、

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況

で
平
成
げ
年
度
の
地
方
交
付
税
の
総
額

(
国
か
ら
地
方
へ
配
布
さ
れ
る
お
金
)
は

前
年
度
並
に
確
保
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨

年
度
の
国
の

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
影

響
額
の

5
億
2
0
0
0
万
円
が
回
復
し

な
い
ま
ま
で
の
予
算
編
成
と
な
り
、
大

変
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
口
年
度
予
算

の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
、
魚
津
市
が
活
性
化
す
る
た

め
の
礎
と
な
る
施
策
を
展
開
す
る
こ
と

を
念
頭
に
置
き
、
少
子
化
等
に
対
応
し

た
福
祉
施
策
、
産
業
振
興
、
安
全
な
ま

一ち
つ
く
り
対
策
等
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

で
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

事
業
に
ど
れ
だ
け
の
予
算
が
使
わ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

次
の
ぺ
!
ジ
で
は
主
な
施
策

・

事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



「
地
械
の
特
慢
を
生
か
し
、

-
企
業
立
地
助
成
(松
下
電
器
産
業
刷
新
工
場
建
設
)
:
・
叩
億
円

雇
用
創
出
、
人
口
増
、
税
収
増
、
他
産
業

へ
の
波
及
効
果
な
ど

が
見
込
ま
れ
る
企
業
立
地
に
対
し
て
助
成
し
、
魚
津
市
の
経
済

活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

・
中
小
企
業
活
性
化
支
援
事
業
・
・
・

4
4
0
万
円

松下電器産業半導体社新工場の建設にあたっては、今後 3年

間に市から 30億円(うち半分は県からの補助)の企業立地助成

金を支出することになっています。当面は立地効果との見合

いがつづき、市の税収面での効果が期待できるのは少し先に

なるものと思われますが、現在でも、宿泊施設・交通機関の

利用増加、飲食屈の利用客増加など、街全体に元気が出てく

る要素が見られています。

-
地
域
振
興
事
業
(
市
の
若
手
職
員
に
よ
る
地
域
振
興
研
究
と

計
画
の
策
定
、
ま
た
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
た
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
実
施
)
・
・
・

1
3
7
万
円

現
在
、
市
の
羽
歳
以
下
の
職
員
が
、
担
当
し
て
い
る
仕
事
と

は
別
に
「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
」
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
(
ま
た
、
こ
の
予
算
に
は
市
民
の
満
足

度
を
調
査
す
る
費
用
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
)
そ
の
調
査
・

研
究
結
果
を
ま
と
め
地
域
振
興
計
画
と
し
て
策
定
す
る
事
業

で
す
。
計
画
の
作
成
と
併
行
し
て
各
地
区
で
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
う
予
定
で
す
。

・
公
民
館
活
動
振
興
事
業
(
公
民
館
を
基
盤
と
し
た
地
域
特
性

事
業
の
展
開
)
:
・

1
7
9
0
万
円

-
経
団
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
:
・

9
0
6
0
万
円

道
幅
が
狭
く
入
り
組
ん
で
、
緊
急
車
両
の
通
行
も
困
難
な
状

態
と
な
っ
て
い
る
経
団
地
区
に
つ
い
て
区
画
整
理
事
業
に
着

手
し
ま
す
。

・
小
学
生
防
犯
ア
ラ
ー
ム
配
布
:
・
苅
万
円

全
国
的
に
子
ど
も
に
対
す
る
不
審
者
等
の
増
加
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
市
内
の
小
学
生
全
員
に
防
犯
ア
ラ
ー
ム
を
配

布
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

水

道

事

業

会

計

予

算

収支予算名 予 算 額 前年度対比 内 円官相

収入 6億1，222万円
-0.1 

給水収益など収益的収入 % 
および
支出 支出 5億6，177万円

-4.8 
維持管理費など

% 

4文入 3億3，865万円
+ 109.8 

企業債など資本的収入 % 
および
支出 支出 5億7，388万円

+48.6 
改良工事費など

% 

川
直
凶
慨
は
μぽ
凶
一と
は

水
道
事
業
活
動
に
よ
る
収
支
で
、
支
出

に
は
水
道
事
業
の
維
持
管
理
費
、
支
払

利
息
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

閣
問
削
固とは

水
道
施
設
の
拡
張
、
改
良
を
す
る
た
め

の
収
支
で
支
出
に
は
建
設
改
良
費
、
企

業
債
償
還
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

安
定
し
た
水
供
給
の
た
め
石
垣
地
区

で
配
水
池
を
増
設
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

資
本
的
収
支
は
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
慶
野
地
内
な
ど
で
新
た
に

配
水
管
を

l
l
o
o
m
布
設
。
老
朽
管

等
を

3
6
4
0
m
更
新
し
ま
す
。

;資本的収支の不足額 2億 3，523万円は、内部留保金などで補てん。:



-
洞
杉
周
辺
環
境
整
備
事
業
:
・

6
0
0
0
万
円

「
日
本
こ
と
も
言
わ
れ
る
洞
杉
の
保
護
と
地
域
振
興
の
た
め
の

予
算
で
す
。
洞
杉
の
見
学
者
が
急
増
し
た
こ
と
か
ら
自
然
保
護

と
地
域
振
興
の
両
面
で
の
整
備
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

周
辺
道
路
の
整
備
(
現
在
の
市
道
へ
の
車
の
乗
り
入
れ
を
禁
止

し
、
う
回
路
を
整
備
)
、
ま
た
、
こ
の
先

3
か
年
計
画
で
休
憩
施

設
や
遊
歩
道
の
整
備
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
水
資
源
調
査
研
究
事
業
・
・
・
制
万
円

・
映
像
情
報
発
信
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
・
・
・

2
0
0
0
万
円

霊
気
楼
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
埋
没
林
博
物
館
と
海
の
駅
「
雲
気
楼
」

に
設
置
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
配
信。

ま
た
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
同
博
物
館
と

J
R
魚
津
駅
に
-
設
置

し
観
光
客
に

P
R
し
ま
す
。

・
う
お
づ
の
木
利
用
促
進
事
業
・
・
・

4
0
0
万
円

地
元
産
の
木
材
を
使

っ
た
住
宅
の
建
築

・
増
築
に
最
高
初
万
円

を
補
助
。
市
外
か
ら
転
入
し
建
築
し
た
場
合
に
は
、
さ
ら
に
補

助
を
上
乗
せ
し
ま
す
。
定
住
人
口
の
増
加
や
、
間
伐
な
ど
森
林

環
境
改
善
の
促
進
に
つ
な
が
る
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

-
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
:
・

1
6
2
8
万
円

魚
津
愛
育
圏
内
に
市
内
で

2
か
所
目
と
な
る
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

・
児
童
セ
ン
タ
ー
日
曜
開
館
:
・

1
3
1
万
円

市
内
に

4
か
所
あ
る
児
童
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
月
1
回
日

曜
日
に
開
館
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
を
提

供
し
ま
す
。

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
:
・

2
1
3
9
万
円

児
童
セ
ン
タ
ー
と
、
住
吉
・
上
中
島
・
松
倉
・
上
野
方
・
片

員
・
道
下
の

6
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

・
特
別
保
育
事
業
:
・

6
0
6
3
万
円

延
長
保
育
、
乳
児
保
育
、
心
身
障
害
児
保
育
、
一
時
保
育
な

ど
多
様
な
ニ

l
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
保
育
を
実
施
し

ま
す
。

F

・
p

-
乳
幼
児
・
妊
産
婦
医
療
助
成
事
業
:
・
ー
億
1
0
8
0
万
円

未
就
学
児
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
継
続
し
て
行
い
ま
す

0

.
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
:
・

1
5
0
万
円

不
妊
治
療
1
回
に
つ
き
叩
万
円
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

女

3
年
連
続
緊
縮
型
予
算
の
背
景

平
成
灯
年
度
魚
津
市
当
初
予
算
は
、
実

質
べ

l
ス
で
は

3
年
連
続
の
緊
縮
型
予
算

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
長
引
く
不
況
に

伴
う
税
収
の
低
下
が
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
歳
出
面
で
は
、
行
政
改
革

に
よ
る
人
件
費
の
削
減
、
市
債
(
借
金
)
の

新
規
借
入
の
抑
制
、
ま
た
道
路
や
公
共
施

設
建
設
に
か
か
る
投
資
的
経
費
の
大
幅
な

削
減
な
ど
に
努
め
な
が
ら
も
、
魚
津
の

「
地
域
の
特
性
」
を
生
か
す
事
業
に
は
相

応
の
予
算
を
組
み
、
地
域
活
性
化
の
礎
と

な
る
よ
う
配
慮
し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
(
下

水
道
事
業
や
介
護
保
険
事
業
、
国
民
健
康

保
険
事
業
へ
の
補
て
ん
)
が
一
般
会
計
の

日
%
を
占
め
て
お
り
、
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

今
後
は
、
現
在
の
市
民
サ

ー
ビ
ス
水
準

を
維
持
し
な
が
ら
も
、
事
務
事
業
の
見
直

し
ゃ
効
率
化
を
進
め
、
よ
り
一
層
の
行
財

政
改
革
を
行
い
、
歳
出
の
抑
制
に
努
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

V
市
の
予
算
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

財
政
課
財
政
係
(
市
役
所
2
階
)

岱
お

・
1
0
1
8



3
月
初
日
、
新
し
い
図
書
館
の
建
設
工
事
が
終
了
し
、

い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
床
面
積
は
こ
れ
ま

で
の

3
倍
、
本
の
数
も
約
2
倍
と
な
り
、
広
い
空
間
で
ゆ
っ

く
り
と
本
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
空
間
が
と
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
新
図
書
館
は

「
た
て
も
ん
」

モ
チ
ー
フ
と
し
た

外
観
が
特
徴
的
で
、
目
差
し
ゃ
騒
音
を
遮
る

「
墨
気
楼
ス

ク
リ
ー
ン
」
な
ど
も
設
け
ら
れ
、
随
所
に
魚
津
ら
し
さ
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

新
区
書
館
は
、
人
や
地
域
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
、
次

の
5
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。

①
人
に
優
し
い
建
築
資
材
の
徹
底
使
用
に
よ
る
万
全
な
シ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
対
策

②
リ
サ
イ
ク
ル
材
を
含
む
環
境
配
慮
建
材
の
活
用

・
食
品
残
材
再
利
用
の
壁
紙

(お
茶
が
ら
、
あ
ず
き
が

ら
、
大
麦
が
ら
、
ケ
ナ
フ
等
の
成
長
の
早
い
植
物
繊

維
)
、
ガ
ラ
ス
廃
材
使
用
の
外
部
舗
装
材
等
。

③
省
エ
ネ
設
計

・
人
感
セ
ン
サ
ー
付
き
節
電
照
明
を
は
じ
め
、
高
効
率

設
備
機
器
や
夜
間
電
力
を
利
用
し
た
氷
畜
熱
空
調
シ

ス
テ
ム
、
断
熱
性
の
高
い
ぺ
ア
ガ
ラ
ス
の
使
用
。

④
バ
リ
ア
フ
リ

l
の
徹
底
、

全
て
の
人
の
使
い
や
す
さ
に

配
慮
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
導
入
、
み
ん
な

の
ト
イ
レ
の
設
置

(
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
)

⑤
鉄
道
の
振
動
や
騒
音
を
遮
音

ス
ク
リ
ー
ン
と
基
礎
に
よ

り
低
減
さ
せ
快
適
な
室
内
空
間
を
確
保



① 1階本のフロアー

(本と人との出会いの場)

四季を通じた快適性に配慮し-冊の本との

出会いを大切にします。床暖房の設置(お

話コーナー、こどもコーナー、くつろぎコー

ナ一、タタミコーナ一、窓際部分等)、間

接採光・自然通風の確保。一部吹き抜けを

設けた気持ちの良い室内空間です。

1.一般の方には

蔵書を一覧できる開放感あふれる曲面天

井の開架コーナ-。隣接してタタミコ一 |

ナ一、気分転換のできるくつろぎコーナー |

や屋外テラスを設置。奥にはおちついた l

郷土資料コーナーが続きます。

11.ヤングには

楽しく友達と過ごせるエリアに設置。

11し子ども連れの方には

可愛いとんがり屋根のお話コーナーがあ

ります。 (お話コーナーの天井画は公募

したものです。)授乳コーナーや子ども

トイレも完備。

IV.共通エリア
インターネットのできるマルチメディア |

コーナー、音楽・映像資料 (AV)コーナー、 |

雑誌コーナ一、展示コーナ一等があります。

② 2階:活動のフロア-

(人と人との出会いの場)

図書館を拠点とした様々な市民の方の活動

に触れられるショールームの様なフロア

です。 I
1.視聴覚室 1 

講演会 ・セミナ一等開催できるよう映像、

音響機器を設置。

11.研修室

各種サークル活動等に使えるスペースです。

111.学習室

個人で使える学習スペースです。

IV.ボランティア室

市民の知的活動拠点、としてのシンボルス

ペースです。様々な活動が人を呼び込む

よう 2階の中心lこ位置し内外にアピール。

大本の貸出冊数が増えました!

貸出数はこれまでのほぼ 2倍

1人 10点まで、

(内CD・ビデオ・ DVDは
3点まで)となリました。

どうぞご利用ください。

砂問合せ先

魚津市立図書館

ft 22 -0462 
※図書館の住所:本江1940
(旧魚津市民会館跡)

l自I~軍司苗l

火曜~金曜 9:00~21 :00 
土曜・日曜 9:00~ 17:00 
(※開館時間は県内最長)

EE輯
毎週月曜・祝日

毎月第 4木曜日

年末年始

叫

図書館建設の総事業費は

1 1億 4，340万円でした



※
個
人
情
報
と
は
・
・
・

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
個
人
の

情
報
で
、
特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
も
の
で
す
。
職
業
、

学
歴
、
家
族
構
成
、
健
康
状
態
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

近
年
の
高
度
情
報
化
の
進
展
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
意

識
の
高
ま
り
な
ど
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
個
人
情
報
保
護

対
策
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
の
ル

l
ル
を

明
確
に
し
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
、
「
魚
津
市

個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
制
定
し
、

3
月
刊
日
か
ら
施
行
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

臨

酌

際

U
E
E
E厄
帖

市
は
、
み
な
さ
ん
の
個
人
情
報
を
利
用
目
的

の
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
で
、
原
則
と
し
て

本
人
か
ら
取
得
し
ま
す
。
ま
た
、
思
想
、

信

条
、
信
教
な
ど
に
関
す
る
個
人
情
報
は
、
原

則
と
し
て
取
得
し
ま
せ
ん
。

悶
幽
回
闘
闘
幽

個
人
情
報
が
外
部
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
適
正
・

安
全
な
管
理
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
必
要
の

な
く
な
っ
た
個
人
情
報
は
、
確
実
か
つ
速
や

か
に
廃
棄
(
消
去
)
し
ま
す
。

団
固
困
問
闘
閥
聞
幽

市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
は
、
原
則
と
し
て

利
用
目
的
以
外
に
利
用
し
た
り
、
外
部
へ
提

供
し
た
り
し
ま
せ
ん
。

市
の
外
部
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
通
信
同
線

で
結
び
、
個
人
情
報
を
外
部
へ
提
供
す
る
こ

と
は
、
公
益
上
の
必
要
性
が
明
確
で
あ
り
、

必
要
な
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
に

の
み
行
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、

①
か
ら
④

に
お
い
て
も
法
令
に
基
づ

く
場
合
や
、
魚
津
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
の
意
見
を
聴
い
て
規
則
で
定
め
る
場

合
等
に
該
当
す
る
と
き
は
、
例
外
事
項
と
し
て

取
扱
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

闘
闘
闘
悶
悶
悶

市
の
個
人
情
報
を
取
扱
う
事
務
に

つ
い
て
、
目

的
や
種
類
な
ど
を
-
記
載
し
た
個
人
情
報
取
扱
事

務
登
録
簿
を
作
成
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
個

人
情
報
の
記
録
項
目
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

圏
闘
凶

市
の
職
員
や
個
人
情
報
の
取
扱
い
業
務
を
受
託

し
た
従
事

者

(
過
去
に
職
員
や
従
事
者
で
あ
っ

た
者
も
含
む
。
)
が
、
個
人
情
報
を
不
正
な
目
的

の
た
め
に
取
得
、
提
供
、
盗
用
し
た
場
合
は
、

罰
則
を
科
し
ま
す
。



市
が
取
扱
う
己
の
個
人
情
報
の
開
示
を
請
求
で
き
ま

す
。
ま
た
、
未
成
年
者
の
場
合
は
法
定
代
理
人
が
、
故

人
の
場
合
は

一
定
の
遺
族
が
請
求
で
き
ま
す
。
未
成
年

者
が
日
歳
以
上
の
場
合
は
本
人
の
同
意
が
必
要
で
す
。

所
定
の
請
求
書
に
必
要
項
を
記
入
し
て
、
運
転
免
許

証
な
ど
の
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
を
提
示
し
、
情
報

公
開
窓
口
(
市
役
所

2
階
総
務
課
内
)
に
請
求
し
て
く
だ

大」い
。

原
則
と
し
て
、
請
求
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
起
算
し
て

日
日
以
内
に
開
示
す
る
か
否
か
を
決
定
し
ま
す
。

自
己
の
個
人
情
報
の
開
示
請
求
が
あ
っ
た
場
合
で
も

次
に
該
当
す
る
と
き
は
開
示
で
き
ま
せ
ん
。

・
法
律
な
ど
で
開
示
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
情
報

・
生
命
、
健
康
、
生
活
、
財
産
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
情
報

.
開
示
請
求
者
以
外
の
特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
情
報

・
開
示
請
求
者
以
外
の
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
情
報

・
各
種
団
体
や
個
人
事
業
者
の
競
争
上
の
地
位
を
害
す
る
情
報

・
公
共
の
安
全
や
秩
序
維
持
に
支
障
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
情
報

.
行
政
機
関
が
行
う
事
業
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を
与
え
る
情
報

な
ど

試
験
結
果
な
ど
、
市
が
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
一
定
の
個
人

情
報
は
、
簡
易
な
方
法
(
口
頭
)
で
開
示
請
求
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
は
無
料
で
す
が
、
写
し
の
交
付
を
受
け
る
場
合
は
、

コ
ピ
l
代
な
ど
の
実
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

訂

正

請

求

開
示
の
決
定
を
受
け
た
自
己
の
個

人
情
報
に
事
実
と
異
な
る
誤
り
が
あ

る
場
合
に
は
、
訂
正
を
請
求
で
き
ま

す
。

停

請

用

止

求

開
示
の
決
定
を
受
け
た
自
己
の

個
人
情
報
を
市
が
条
例
に
違
反
し

て
取
得
、
利
用
、
提
供
し
て
い
る

場
合
に
は
、

そ
の
利
用
の
停
止
、

情
報
の
削
除
を
請
求
で
き
ま
す
。

不

服

て

)L 

申

し

開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
の
各
決

定
に
不
服
が
あ
る
人
は
行
政
不
服
審

査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
市
は
、
不
服
申
立

て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
第
三
者
機
関

と
し
て
学
識
経
験
を
有
す
る
委
員
5

名
で
構
成
さ
れ
る
「
魚
津
市
情
報
公

開

・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」
に
諮

問
(
意
見
を
尋
ね
求
め
る
こ
と
)
し
、

そ
の
答
申
を
尊
重
し
て
再
度
決
定
を

行
い
ま
す
。

組
跡
炉

E
E
b

個
人
情
報
保
護
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

誰
も
が
安
心
し
て

I
T
社
会

の
利
便
性
・
利
益
を
受
け
る
た

め
の
制
度
的
基
盤
と
し
て
個
人

情
報
保
護
法
が

4
月
1
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、

個
人
情
報
の
利
用
目
的
を
明
ら

か
に
し
、
そ
の
範
囲
内
で
取
り

扱
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

本
人
の
同
意
を
得
ず
に
個
人
デ
ー

タ
を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と

は
原
則
禁
止
に
な
る
ほ
か
、
安

全
管
理
措
置
、
従
業
者
や
委
託

先
の
監
督
な
ど
個
人
情
報
の
適

正
な
取
扱
い
に
関
す
る
ル
ー
ル

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

自
分
の
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
事
業
者
に
開
示
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
個
人

情
報
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
疑

問
は
、
そ
の
事
業
者
に
申
し
出

る
ほ
か
、
認
定
個
人
情
報
保
護

団
体
や
地
方
公
共
団
体
、
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
の
苦
情
相
談
窓

口
な
ど
で
相
談
で
き
ま
す
。

V
魚
津
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
関
す
る
問
合
せ
先

総
務
課
行
政
防
災
係

(
市
役
所
2
階

)
8
n
・1
0
1
9



「
も
し
も
」
の
時
に
必
要
な
介
護
保
険
。
そ
の
保
険

料
は
公
平
な
負
担
を
目
的
に
、
所
得
に
応
じ
て

6
段

階
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
保
険
料
に
減
免
の

制
度
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

所得段 階別保険料一覧表

階層 l 区 分 保険料

生活保護の支給者および老齢福祉年金の
第1段階受給者であって、本人および世帯全員が 年額 19，510円

住民税非課税の人

第2段階本人および世帯全員が住民税非課税の人 年額 35，120円

第3段階 世帯の誰かに住民税が課税されているが
年額 48，780円

本人は住民税非課税の人

第4段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金
年額 60，970円

額が 200万円未満の人

本人が住民税課税で、前年の合計所得金
年額 73，170円第5段階 額が 200万円以上 250万円未満の人

|第6段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金
年額 85，360円

額が 250万円以上の人

減
免
制
度
は
第
2
段
階
に
あ
る
方
で
生
活
が
著
し
く
困
窮

し
て
い
る
方
を
第
1
段
階
の
保
険
料
に
減
額
す
る
も
の
で
す
。

①
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
所
得
が

0
円
で
あ
る

②

1
人
世
帯
で
、
年
金
、
給
与
、
営
業
等
の
合
計
収
入
が
紛

万
円
以
下
の
方

③

2
人
以
上
の
世
帯
の
場
合
は
紛
万
円
に

2
人
目
以
上
の
方

1
人
に
つ
き
判
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下
の
方

④
世
帯
全
員
の
預
貯
金
額
の
合
計
が

1
0
0
万
円
以
下
の
方

⑤
市
民
税
課
税
者
に
扶
養
(
援
助
)
さ
れ
て
い
な
い
、
ま
た
は

生
計
を

一
緒
に
し
て
い
な
い
方

申
請
は
介
護
保
険
の
窓
口
で
受
付
て
い
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は

4
月
中
に
申
請
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

5
月
以
降
も
随
時
受
付
し
ま
す
が
、
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
減
免
前
の
保
険
料
を

一
旦
納
め
、

差
額
を
後
日
還
付

(
返
金
)
す
る
こ
と
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
の
際
に
は
印
鑑
、
収
入
を
証
明
す
る
書
類
、
通
帳
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
(
代
理
申
請
も
可
能
)

魚
津
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及

び
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員

を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
高
齢
者
が
安
心
し

て

暮
ら
せ
る
社
会
、
健
康
で
生
き
が

い
の
あ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
平
成
口
年
度
に
魚
津
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険

事
業
計
画
の
第

3
期
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

こ
の
計
画
に
広
く
市
民

の
皆
様
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
計
画
策
定
委
員
会
の
委
員
を

一

般
公
募
い

た
し
ま
す
。

応
募
資
格

魚
津
市
に
引
き
続
き

1
年
以
上

在
住
す
る
満
州叫
歳
以
上
の
方

募
集
人
員

男
女
各

1
名

応
募
締
切

4
月
初
日
(
水
)

任

期平
成
口
年

4
月
か
ら

3
年
間

※
申
込
み
・
問
合
せ
は
左
記
ま
で

V
介
護
保
険
に
関
す
る

問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
介
護
保
険
係

(
市
役
所
1
階
)

a
n
-
-
1
4
8
 



3
月
市
議
会
定
例
会
は
、

3
月
3
日

か
ら
包
日
ま
で
の
却
日
間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

案
件
は
、
平
成
行
年
度
魚
津
市
一
般

会
計
・
特
別
会
計
予
算
や
条
例
な
ど
市

長
提
出
の
川
町
議
案
、
に
つ
い
て
可
決
・

承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

3
月
市
議
会
定
例
会

議
会
開
会
に
先
立
ち
、
奥
村

利
夫
議
長

の
死
去

に
伴
う
議
長

選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の
結
果
、

上
位

2
名
が
同
数
と
な
り
ま
し

た
。
規
定
に
よ
り
こ
の

2
名
か

ら
抽
選
し
た
結
果
、
綾
坂

昭

弘

氏
が
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議長

纏坂昭弘氏

第
日
代
魚
津
市
議
会
議
長
の
奥

村
利
夫
氏
が
、
去
る

2
月
幻
自
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
日
歳
。

奥
村
氏
の
死
を
悼
み
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
た
案
件

目
闘
閥
幽

V
平
成
口
年
度
魚
津
市
一
般
会

計
予
算
、
下
水
道
ほ
か
農
業
集

落
排
水

・
簡
易
水
道

・
国
民
健

康
保
険

・
老
人
保
健
医
療

・
介

護
保
険

・
水
族
館

・
C
A
T

V

事
業
の
各
特
別
会
計
予
算
、
水

道
事
業
会
計
予
算

(
2
1
5
ペ
ー

ジ
で
概
要
紹
介
)

V
平
成
凶
年
度
魚
津
市
一
般
会

計
補
正
予
算
、
下
水
道
ほ
か
、

農
業
集
落
排
水

・
簡
易
水
道

・

老
人
保
健
医
療

・
介
護
保
険

・

水
族
館
事
業

・
C
A
T
V
事
業

の
各
特
別
会
計
補
正
予
算

開
閉
翻
凶
固

V
魚
津
市
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

V
魚
津
市
法
定
外
公
共
物
の
管

理
に
関
す
る
条
例

開
閉
悶
国
岡
国

V
魚
津
市
立
図
書
館
条
例

V
魚
津
市
選
挙
公
報
の
発
行
に

関
す
る
条
例

V
魚
津
市
情
報
公
開

・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
条
例

V
公
益
法
人
等
へ
の
魚
津
市
職

員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例

V
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例

(
項
目
の
み
記
載
)

V
職
員
の
勤
務
時
間
、

に
関
す
る
条
例

V
魚
津
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例

V
魚
津
市
単
純
労
務
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例

V
魚
津
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例

V
魚
津
市
基
金
条
例

V
魚
津
市
税
条
例

V
魚
津
市
手
数
料
条
例

V
魚
津
市
営
駐
車
場
条
例

V
魚
津
市
保
育
所
条
例

V
魚
津
市
営
住
宅
設
置
条
例

V
魚
津
市
都
市
公
園
条
例

V
魚
津
市
消
防
団
員
の
定
員
、

任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例

V
新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流

館
条
例

V
魚
津
市
水
道
局
企
業
職
員
の

給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す

る
条
例

V
魚
津
市
水
道
事
業
給
水
条
例

V
魚
津
市
簡
易
水
道
事
業
給
水

条
例

四
悶
固

V
松
倉
農
山
村
文
化
交
流
館
の

指
定
管
理
者
の
指
定

休
暇
等

変
更
、

V
市
道
路
線
の
認
定
、

廃
止

V
魚
津
公
平
委
員
会
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
規
約
の
変
更

V
富
山
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
及
び
規
約
の
変
更

V
富
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
及
び
規
約
の
変
更

V
証
明
書
等
の
交
付
等
に
係
る
事

務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
の
変
更

V
臼
倉
小
学
校
組
合
の
解
散
に

つ
い
て

V
白
倉
小
学
校
組
合
の
解
散
に

伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

園
周
回
幽

V
魚
津
公
平
委
員
会
委
員
の
選

任
同
意

V
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
同
意

市
議
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は

6

月
発
行
の

「議
会
だ
よ
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。



市
民
の
ひ
ろ
ば
は
、
み
な
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
ペ
!
ジ
で
す
。

各
コ
ー
ナ
ー
に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

総
合
体
育
館
横
の
吉
田
グ
ラ
ン

ド
を
練
習
の
拠
点
に
し
て
い
る

Y

G
R
C
の
み
な
さ
ん
。

マ
ラ
ソ
ン

や
長
距
離
種
目
な
ど
走
る
こ
と
が

大
好
き
な
初
代
か
ら
別
代
、
総
勢

約
加
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

「楽
し
く
走
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を
も
っ
て
練
習

し
て
い
る
ん
で
す
。
」
と
話
す
の

は
ク
ラ
ブ
の
代
表
で
コ

l
チ
も
務

め
る
川
原
田
博
志
さ
ん
。
ク
ラ
ブ

は
印
年
程
前
に
こ
の
グ
ラ
ン
ド
で

練
習
し
て
い
る
人
が
中
心
に
な
っ

て
結
成
し
、
練
習
の
場
を
求
め
て

市
外
か
ら
も
参
加
し
て
い
る
人
が

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

「
ク
ラ
ブ
と
い
っ
て
も
陸
連
に
登

録
し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
、

そ
ん
な
立
派
な
組
織
で
は
な
い
け

れ
ど
、
み
ん
な
競
技
者
と
し
て
の

意
識
が
あ
る
の
で
お
互
い
レ
ベ
ル

を
高
め
よ
う
と

一
緒
に
練
習
し
て

い
る
ん
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
中
に

夢は大きく

オリンピック出場

YGRC 
(吉田グランドランニングクラブ)

のみなさん

ク
ラ
ブ
で
は

一
緒
に
走
る
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

毎
週
火
曜
・
金
曜
夜
7
時
頃
か

ら
吉
田
グ
ラ
ン
ド
で
練
習
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
!

情
報
広
報
課

宮
川

ω
・
1
0
1
5
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

島
忠
治
渇
つ
与

夢
ヌ
ト
l
り
l

6
年
生

た

つ

や

挙
也
く
ん

山
田

d
司

「人
々
が
喜
ぶ
自
動
車
を
作
る
」

こ
れ
が
ぼ
く
の
夢
で
す
。
ぼ
く
は
、

小
さ
い
と
き
か
ら
自
動
車
が
好
き

で
し
た
。
そ
の
気
持
ち
が
高
ま
り
、

色
々
な
自
動
車
を
作
っ
て
た
く
さ

ん
の
人
に
乗
っ
て
も
ら
い
た
い
と

6
年
生

菊
池

代表の川原田さん

私
の
将
来
の
夢
は
、
か
ん
護
士

に
な
る
こ
と
で
す
。
私
が
生
ま
れ

た
と
き
は
未
熟
児
で
大
人
の
片
手

に
乗
る
く
ら
い
の
小
さ
な
小
さ
な

赤
ち
ゃ
ん
で
し
た
。
自
分
で
は
息

を
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
ん
な
小
さ
な
私
の
命

i
経

田

小

学

校

i

思
っ
て
い
ま
す
。
カ
ッ
コ
イ
イ
自

動
車
は
若
い
人
が
好
き
だ
ろ
う
し
、

色
々
な
機
能
が
つ
い
た
自
動
車
は

体
の
不
自
由
な
人
や
お
年
寄
り
に

役
立
つ
だ
ろ
う
し
、
丈
夫
な
自
動

車
は
交
通
事
故
に
あ
っ
て
も
体
を

守
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
し
、
環
境

に
優
し
い
自
動
車
は
排
出
ガ
ス
を

抑
え
て
地
球
と
仲
良
く
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
だ
れ
も
が
喜
び
、
乗
っ

て
い
て
楽
し
く
な
る
よ
う
な
自
動

車
を
作
る
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

を
た
く
さ
ん
の
お
医
者
さ
ん
や
か

ん
護
士
さ
ん
た
ち
が

一
生
け
ん
命

支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で

今
、
こ
ん
な
に
大
き
く
な
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
自
分
が

助
け
て
も
ら
っ
た
分
、
私
も
か
ん

護
士
に
な
っ
て
、
多
く
の
か
ん
者

さ
ん
を
助
け
て
あ
げ
た
い
と
思
い

ま民
1
U
ゃん
。

か
ん
護
士
は
と
て
も
大
変
な
仕

事
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
が
ん
ば
っ

て
必
ず
や
さ
し
い
か
ん
護
士
に
な

り
た
い
で
す
。
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芸
飽
な
あ
(1 

清水さんが、小学生の時から憧れて

いたという詩吟を始められたのは今か

ら6年前。「体にいいし、下腹に力を入

れて大きい声を出すところが好きでね

え」。今では月に 10回のぺースで、楽

しく教室に通っていらっしゃいます。

取材したこの日は、朗々とした、心に

染みいる声で李白の漢詩を吟じていた

だきました。他にも和歌や俳句など多

彩な趣味をもっていらっしゃいます。

毎年、この時期に楽しみにしている

のが小学校の同級会に参加すること。

現在でも故郷の山梨まで電車を乗り継

いで行くそうです。今年も参加された

そうで、一番印象に残ったことを尋ね

ると、「道中、外の枯木の枝に雪が積もっ

ててね。まるで花が咲いたみたいです

ごくきれいだったわ」と風流な清水さ

んらしいお答えが返ってきました。

清
水

雪
ゑ
さ
ん
紛
歳

は
マ
ラ
ソ
ン
の
国
際
レ
ー
ス
に
出

場
す
る
者
も
い
る
し
、
富
山
県
の

マ
ラ
ソ
ン
の
記
録
保
持
者
も
い
る

ん
で
す
よ
。」

と
語
る
川
原
田
さ

ん
。
ク
ラ
ブ
の
練
習
は
毎
週
火
曜

・

金
曜
日
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ロ

1
日

キ
ロ
程
定
り
込
み
、
ま
た
、
年
に

2
回
ほ
ど
長
野
や
能
登
な
ど
県
外

で
合
宿
を
行
っ
て
自
然
の
中
で
走

る
と
い
う
こ
と
で
、
学
生
時
代
は

無
名
で
も
、
こ
こ
の
ク
ラ
ブ
で
練

習
を
始
め
て
か
ら
め
き
め
き
と
実

力
を

つ
け
た
選
手
も
多
い
と
の
こ

と
で
す
。

「
僕
も
競
技
を
始
め
た
の
は

μ
歳

の
頃
、
力
が

つ
き
だ
し
た
の
は
幻

歳
ぐ
ら
い
か
ら
だ
っ
た
か
な
?

長
距
離
種
目
っ
て
い
う
の
は
練
習

し
た
だ
け
力
に
な
る
種
目
だ
か
ら

や
り
が
い
が
あ
る
ん
で
す
よ
。」

ク
ラ
ブ
の
今
後
の
目
標
を
尋
ね
る

と

「夢
は
大
き
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
!

と
、

い
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
ね
。
メ
ン
バ
ー
が
様
々
な

大
会
で
い
つ
も
上
位
入
賞
す
る
と

い
う
の
が
実
際
の
目
標
で
す
。
で

も
い
つ
か
は
ク
ラ
ブ
の
中
か
ら
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
大
会
に
出
場

す
る
選
手
を
輩
出
す
る
と
い
う
つ

も
り
で
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る

ん
で
す
よ
。」

と
力
強
く
諮
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

企
業
の
ク
ラ
ブ
と
は
ま
た
違
つ

お
む
む
き

た
趣
の

Y
G
R
C
。
自
ら
目
標

を
高
く
も
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
の

今
後
の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
!

帝
国
民
@
ひ
る
慰

鍛
治

い
つ
も
元
気
な
子
ど
も
た
ち

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
児
童
セ
ン

タ
ー
。
鍛
治
さ
ん
は
本
江
の
ひ

ば
り
児
童
セ
ン
タ
ー
で
オ
ー
プ

ン
し
た

5
年
前
か
ら
働
い
て
い

て
、
今
で
は
す
っ
か
り
子
ど
も

た
ち
の
人
気
者
で
す
。

「
私
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に

は
児
童
セ
ン
タ
ー
が
な
い
の
で
、

こ
こ
に
通
う
子
ど
も
た
ち
が
う

ら
や
ま
し
い
で
す
ね
。

そ
れ
に

し
て
も
魚
津
の
子
ど
も
た
ち
は

明
る
く
て
元
気
!

い
つ

つ
も
元

気
を
わ
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。」

と
笑
顔
で
話
す
鍛
治
さ
ん
。

昨
年
の
夏
、
初
め
て
せ
り
込

み
蝶
六
街
流
し
に
参
加
さ
れ
た

美
奈
子
さ
ん

(
朝
日
町
在
住
)

そ
う
で
、

「
高
校
が
魚
津
だ
っ
た

の
で
蝶
六
の
踊
り
自
体
は
知
っ

て
い
た
ん
で
す
が
、
街
流
し
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、
人
の
多

さ
、
熱
気
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
魚
津
の
人
っ
て
み
ん
な
踊

り
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。
子
ど

も
た
ち
が
元
気
な
の
も
分
か
る

気
が
し
ま
し
た
。」

「
4
月
か
ら
月
に

1
度
、
日
曜
日

に
児
童
セ
ン
タ
ー
を
開
館
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま

で
は
来
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
お
父
さ
ん
た
ち
も
、
子
ど
も

と
一
緒
に
遊
び
に
来
て
ほ
し
い

で
す
ね
。」

前
向
車
雷
也
、

d
h
v
l
山崎

穫
し
心
ご
と
が
じ
っ
ぼ
心
!

〈
わ
し
く
山
崎

お
ベ

l
gも
m
M
と
包



了

最
後
の
卒
業
式

魚
津
准
看
護
学
院
初
年
の
歴
史
に
幕

3
月
4
日
、
魚
津
准
看
護
学
院
の
最
後

の
卒
業
証
書
授
与
式
と
閉
校
式
が
新
川
文

化
ホ

l
ル
で
行
わ
れ
、

卒
業
生
お
人
の
門

出
と
共
に
学
院
必
年
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ

l
U
念
品
1
レ
ゃ
ん
。

式
で
は
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手

渡
さ
れ
た
後
、
卒
業
生
代
表
が
「
伝
統
の

魚
津
准
看
護
学
院
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、

社
会
に
貢
献
し
て
い
く
覚
悟
で
す
」
と
謝

辞
を
述
べ

ま
し
た
。
卒
業
生
の
中
に
は
目

を
潤
ま
せ
て
す
す
り
泣
く
姿
も
見
ら
れ
、

卒
業
の
嬉
し
さ
と
共
に
母
校
が
な
く
な
る

さ
み
し
さ
も
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

山
里
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

金
山
谷
春
の
祭
礼
で
伝
統
の
獅
子
舞

3
月
日
目
、
金
山
谷
神
明
社
で
春
の
祭
礼

が
行
わ
れ
、
紅
の
衣
裳
を
ま
と
っ
た
天
狗
が

獅
子
を
討
伐
す
る
、
金
山
谷
伝
統
の
獅
子
舞

を
奉
納
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
曇
り
空
で
し
た
が
、
獅
子
舞
が

進
む
に
連
れ
て
青
空
が
の
ぞ
き
始
め
、
春
ら

し
い
陽
気
と
な
り
ま
し
た
。
大
勢
の
み
な
さ

ん
が
勇
壮
な
獅
子
舞
を
見
ょ
う
と
訪
れ
、
山

里
に
響
く
お
は
や
し
の
音
色
が
春
の
訪
れ
を

告
げ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

金
山
谷
の
獅
子
舞
は
約
1
5
0
年
前
に
能

登
半
島
か
ら
魚
津
に
来
て
い
た
職
人
が
伝
え

た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
地
元
で
は
保
存
会
に

よ
っ
て
そ
の
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

2
月
中
旬
か
ら
末
に
か
け
て
、

水
族
館
で
飼
育
し
て
い
る
フ
ン

ボ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン
が
産
ん
だ
卵

が
ふ
化
し
、
ひ
な

2
羽
が
か
え

り
ま
し
た
。
血
縁
が
近
く
な
い

ぺ
ア
の
卵
か
ら
ひ
な
が
か
え
っ

た
の
は
3
年
ぶ
り
の
こ
と
で
、

巣
箱
の
中
で
「
ピ
ュ

i
、
ピ
ュ

l
」

と
か
わ
い
い
鳴
き
声
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

ひ
な
は
元
気
に
育
っ
て
お
り
、

早
け
れ
ば

5
月
中
旬
頃
に
ペ
ン

ギ
ン
プ
l
ル
に
愛
ら
し
い
姿
を

見
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
そ

う
で
す
。

3
月
3
日
、
桃
の
節
句
の
こ

の
日
、
市
内
の
各
保
育
園
で
は

ひ
な
ま
つ
り
会
が
聞
か
れ
ま
し

た
。こ

の
内
、
経
団
保
育
園
で
は

遊
戯
室
に
、
手
作
り
の
ひ
な
人

形
と
女
の
子
た
ち
が
勢
ぞ
ろ
い

し、

『
特
別
席
に
ご
招
待
』
さ

れ
た
男
の
子
た
ち
は
ち
ょ
っ
ぴ

り
ド
キ
ド
キ
。
女
の
子
た
ち
が

「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」
の

曲
に
合
わ
せ
、
か
わ
い
ら
し
く

舞
う
様
子
に
、
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
最
後
は
男
の
子
も
女
の

子
も
仲
良
く

一
緒
に
踊
り
、
子

ど
も
た
ち
な
ら
で
は
の
桃
の
節

句
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。



竣工式では、市長らが

図書館完成を記念して

テープカ ット。

お
待
た
せ
し
ま
し
た

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
オ
ー
ブ
ン

3
月
日
日
、
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
が
営
業

を
再
開
し
、

3
連
休
の
初
日
と
も
重
な
っ
て

大
勢
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
の
こ
の
日
は

3
0
0
円
で
全
て

の
遊
具
が
乗
り
放
題
と
あ
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
ゃ
家
族
連
れ
が
、
大
観
覧
車
や
メ
リ
ー
ゴ
ー

ラ
ン
ド
、
回
る
テ
ィ

l
カ
ッ
プ
な
ど
お
目
当

て
の
遊
具
に
乗
り
込
み
歓
声
を
上
げ
て
い
ま

I
U
ゃん
。

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
は
入
園
無
料
、
営
業

時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
毎

週
水
曜
日
が
休
園
で
す
。
(
遊
具
は
有
料
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
、

7
1
8
月
は
無

休
で
す
。)
み
ん
な
で
遊
び
に
来
て
ね
!

新
し
い
図
書
館
、
が
完
成

俳
優
の
児
玉
清
氏
、
が
記
念
講
演

3
月
お
目
、
新
し
い
図
書
館
が
完
成
し
、
竣

工
式
が
、
津
崎
市
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
み

な
さ
ん
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
(
新
図
書

館
の
概
要
に
つ
い
て
は
本
誌
6
1
7
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。)

ま
た
、
新
川
文
化
ホ
ー
ル
で
開
館
記
念
講
演

会
が
開
催
さ
れ
、
俳
優
の
児
玉
清
氏
が

「小
説

を
読
ま
な
い
国
に
未
来
は
な
い
」
と
題
し
て
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
児
玉
氏
は
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら

「小
説
に
は
様
々
な
人
間
描
写
が
表

現
さ
れ
て
い
る
。
現
代
の
大
人
は
小
説
を
読
ま

な
い
た
め
に
、
分
か
っ
て
い
る
べ
き
事
が
分
か
っ

て
い
な
い
。」

と
述
べ
、
小
説
を
読
む
こ
と
の
重

面
帯
性
を
訴
・
え
ま
し
た
。

( ) 

魚
津
サ
ッ
シ
綱
引
き
ク
ラ
ブ

が
全
日
本
綱
引
き
選
手
権
大
会

で
準
優
勝
と
好
成
績
を
修
め
、

3
月
8
日
、
津
崎
市
長
に
成
績

報
告
の
た
め
市
役
所
を
訪
れ
ま

し
た
。
大
会
に
は
全
国
か
ら
印

チ
l
ム
が
出
場
。
決
勝
で
は
惜

し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
全
国

の
強
豪
を
破
つ
て
の
好
成
績
に

「
今
後
に

つ
な
が
る
自
信
に
な
っ

た
」
と
の
こ
と
。
市
長
は

「魚

津
の
名
を
全
国
に
と
ど
ろ
か
せ

て
く
れ
た
。」

と
健
闘
を
た
た

え
ま
し
た
。

心
臓
が
停
止
し
た
患
者
に
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
救
命
す

る

「
自
動
体
外
式
除
細
動
器
」

(
A
E
D
)
の
指
導
者
講
習
会
が

3
月
日
目
、
消
防
本
部
で
行
わ

れ
、
新
川
地
区
の
救
急
救
命
士

が
、
救
急
隊
員
や
一
般
市
民
に

向
け
た
指
導
に
備
え
て
安
全
な

使
用
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

A
E
D
は
昨
年
7
月
か
ら
講

習
を
受
け
れ
ば
誰
で
も
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
広

く
正
し
い
知
識
を
普
及
す
る
た

め
、
統

一
し
た
講
習
が
で
き
る

よ
う
に
と
今
回
の
指
導
者
講
習

会
を
行
っ
た
も
の
で
す
。



変更後の課や係の名称・電話番号・主な業務内容等に

ついては折込みのパンフレッ卜をごらんください。

曜日の記載のないものは、

平日に実施しています。

定
資
産
の
評
価
に
関
す
る

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

縦
覧
期
間

4
月
1
日
倒

1
5月
2
日
間

時
間

午
前
8
時
初
分

ー
午
後
5
時
日
分

※
土
曜

・
日
曜

・
祝
日
を
除
く

縦
覧
で
き
る
人

-
土
地

・
家
屋
の
固
定
資
産
税
の

納
税
者

※
縦
覧
の
際
は
、
認
印
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
人
確

認
の
た
め
、
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
等
の
提
示
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

V
縦
覧
場
所
・
閉
会
せ
先

税
務
課
資
産
税
係

(
市
役
所
l
階
)
岱
幻

・
1
0
6
9 回ZE翠E歪歪豆霊童週

9時~17時

E予選器開(予約制)

第 4火曜日 13時'"'-'16時

首都彊.S~M~i~;瑞I

第 1・3木曜日 13時'"'-'16時

以上の相談については

市民相談室(市役所 1階)

823-1003 

E~~ヨiE開通第 2 金曜日 13時'"'-'16時

会場 サンプラザ 3階

炉問合せ先

富山地方法務局 1i22-0461

闘言iE閥 9時'"'-'16時

市教育センタ- 1i23-1717 

市社会福祉課 1i23-1006

E君主ヨ~;閥 8時30分'"'-'17時15分

市商工観光課 fi23-1025

E主言濯詞j品!自己 閥 9時'"'"'17時

高年齢者職業相談室

(市役所 1階)fi23-1091

EE主主旨ω~奇ヨ~;屑週 8時半'"'-'17時

障害者交流センタ-

fi23-5260 側23-5261

I 9時'"'"'17時

/て-卜雇用センター

(サンプラザ。内)fi22 -8152 

EE言語戸時 毎月第 2水曜日

13時'"'-'16時 30分

会場 魚津地域住宅相談所

(中央通りイヘントホー}~)1i22 -5078 

Er.E誠 iE閥 9時'"'"'17時

健康センタ- fi24-3999 

9時'"'"'17時

fi24-0415 

常時(24時間)

在宅介護支援センター

(西部)fi24-8484

(東部)fi22-7808

mf9:1;:閥 9時'"'"'16時

新川厚生センタ-魚津支所

224-0359 

同f達率æ~;閥 9 時'"'-' 17 時

交通センタ-fi22-1747

E;-i1I長寂拓国iE閥

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
、

福
祉
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
を
交
付
し
ま
す

障
害
者
等
の
生
活
行
動
範
囲
の
拡
大
と
福
祉
の
増
進
の
た
め
に
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
ま
た
は
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
を
交
付
し
ま
す
。

阿

問

問

阿

川
川
町
風
間
間
働
問
問
問

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
で

'

視
覚
、
下
肢
、
体
幹
ま
た
は
移
動
機
能
の

M
4
b
f
i
h

温，

い
ず
れ
か
に
障
害
を
持
つ
人

・

明

6
A婦
議
脳

会

育

手

帳

A
Zつ
人

側

議

五

確

柿

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
を
持
つ
人

お
幣

?
L
G

・
難
病
患
者
で
重
症
患
者
受
給
者
票
を
持
つ
人

l
j
d
R

川
崎
間
問
自

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
:・
魚
津
交
通
、
金
閣
タ
ク
シ

ー
、
桜
井
交
通
、

黒
部
交
通
、
田
園
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
佐
々
井
タ
ク
シ
ー

・
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
:・
魚
津
石
油
業
協
同
組
合
加
入
居

閣
同
国
国

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
ま
た

は
重
症
患
者
受
給
者
票
(
ピ
ン
ク
色
)

・
車
検
証
(
福
祉
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
の
み
)

V
問
合
せ
・
申
込
み
先

社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係
(
市
役
所
1
階
)

8
n
・
1
0
0
5

~@ 

m:lt認調

民階jJ品=-~言n~時調

子育て支援センター

Emt~ .. 施主;苦情調

暴
力
団
に
関
す
る
困
り
ご
と
相
談
窓
口

富
山
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ

ー
と
協
力
し
、
暴
力
団
か
ら
不

当
な
要
求
を
受
け
て
因
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
、
出
張
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
当
日
は
富
山
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
専
門
の

相
談
委
員
が
出
張
し
て
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

4
月

幻

日

制

午

後
1
時
1
4
時

場
所

市
役
所
市
民
相
談
室

※
相
談
料
無
料

V
問
合
せ
先

環
境
安
全
課
生
活
安
全
係
(
市
役
所
l
階
)
岱
お

・
1
0
0
4

安
全
は

ゆ
ず
る
や
さ
し
さ

ま
つ
ゆ
と
り

4
月
6
日
附
か
ら
は
ω
日
幽
は
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
で
す

重
点
項
目

①
二
輪
車
の
安
全
利
用
の
推
進

②
シ

l
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

i
卜
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
等
悪
質

・
危
険
な
運
転
の
追
放

期
間
中
の
特
別
D
A
Y

4
月
6
日

同

シ

l
ト
ベ
ル
ト

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
徹
底
の
日

4
月
8
日

幽

飲

酒

・
暴
走
運
転
追
放
の
日

4
月
日
日
間

二
輪
車

・
自
転
車
安
全
利
用
の
日

4
月
日
日
樹
高
齢
者
へ
の
呼
び
か
け
の
日



き
れ
い
で
安
全
な
用
水
を

守
る
た
め
に
ご
協
力
を

U

E

F

 

4
月
は
、

田
ん
ぼ
に
水
を
入

れ
る
た
め
に
川
や
用
水
に
水
が

多
く
流
れ
ま
す
。

ゴ
ミ
が
捨
て

ら
れ
る
と
下
流
で
詰
ま
る
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
ゴ
ミ
を
捨
て

な
い
で
く
だ
さ
い
。

用
水
の
ゴ

ミ
は
農
家
の
人
が
中
心
と
な
っ

て
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

V
問
合
せ
先

み
ど
り
保
全
課
(
市
役
所

3
階
)

8
n
・
1
0
3
6

一用
水
に
は
急
流
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
一

一や
お
年
寄
り
の
転
落
・
水
難
事
故
防
止
一

一の
た
め
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

一

5月2固までに納めてください

(第 1期分)

匝寄付ありがとうございましたI

固定資産税

一
日
成
人
病
ド
ッ
ク
の
検
診
料
を
助
成
し
ま
す

j

1
年
に

1
度
は
検
診
を

j

魚
津
市
国
民
健
康
保
険
で
は
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
目
的
と

し
て
「
一
日
成
人
病
ド
ッ
ク
」
を
実
施
し
、
検
診
料
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

受
診
資
格

寸

l
J

魚
津
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

¥
v
J

受
診
定
員

1
2
0
名

ミ
恥
ヴ
ャグ
ι

申
込
期
間

4
月

1
日
か
ら
平
成
同
年

2
月
末
日
ま
で

rhy泌
砂

1μ

申
込
み
方
法

d
g
k
v
d
-

受
診
希
望
日
の

1
か
月
前
ま
で
に

両

市
民
課
の

3
番
窓
口
(
市
役
所

l
階
)
で

弓
j
守が

申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

r
一℃
f
d

※
保
険
証
と
印
鑑
が
必
要

a司
/
H
H
t

自
己
負
担
額

8
2
0
0
円

検
査
医
療
機
関

富
山
労
災
病
院

検
査
内
容

呼
吸
器
系

・
消
化
器
系

・
循
環
器
系

・
血
液
検
査
な
ど

V
問
合
せ
先

市
民
課
国
保
・老
人
医
療
係
(
市
役
所
1
階
3
番
窓
口
)
岱
幻

・
1
0
1
1

(敬称略)

3，000円

100，000円

60，526円

200，000円

100，000円

50，000円

7，500円

300，000円

15，360円

50，000円

50，000円

152，823円

3，000円

100，000円

30，000円

50，000円

100，000円

天神野新

新角川2丁目

会長小坂明

横枕

宮津

横枕

本町1丁目

友道

住吉

諏訪町

東城

(市内61か所分)

末広町

中列車リ2丁目

上口2丁目

出

砂善意銀行ヘ

三井自動車(株)友の会

似)高 岸 政 一

間野敏男後援会

(故)大門清作

(欽)奥村利夫

伊東 久寿

魚津保育園職員一同

伊)梅津新一

アピタ魚津庖

魚 住功

(欽)城山あや

「愛の募金箱」

匿名

惨社会福祉基金ヘ

(故)高瀬 多治子

桑山みよ

似)辻谷 義 雄

(故)山根 昌雄

|暢定公共賃貸住宅入居者時|

( ) 京
学
で
お
困
り
の
小
・
中
学
生
に

学
用
品
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す

市
で
は
、
経
済
的
理
由
で
就
学
に
お
困
り
の
小

・
中
学
生
に
、
学
校

で
必
要
な
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

申
請
の
受
付
期
間

4
月

6
日
附

i
n
日
倒

援
助
を
受
け
ら
れ
る
費
用

‘
，

学
用
品
費

・
給
食
費

・
修
学
旅
行
費

h
・
，
ゾ
ヘ
/
/
一
ぷ
孔

医
療
費
(
学
校
病
[
虫
歯
等
]
に
限
る
)
剣

mv》
/
豆
¥
一

申
請
の
手
続
き

a司
(

hJh
k
py
つム

A
?

陰

F

‘.，
イグf
/

¥

申
請
書

(
学
校
及
び
市
教
育
委
員
会

P1
ノ細
n
tlL
ヨー

教
育
総
務
課
に
あ
り
ま
す
)
に
必
要

陸
一

O-
河
口
需
乙

な
事
項
を
記
入
し
て
、
学
校
ま
た
は

1
K

い¥，F
f
爾
主

教
育
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

+
ー
ー

※
引
き
続
き
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
も
再
度
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
o

v問
合
せ
先

(
※
各
小
中
学
校
で
も
問
合
せ
を
受
け
て
い
ま
す
)

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
(
市
役
所
第

一
分
庁
舎

2
階
)

8
n
・
1
0
4
4

-天王特定公共賃貸住宅 2戸

(3階 3DK・4階 3DK) 

申込期間 4/1 (金~ ，......， 28日(木)

入居条件や選考方法など詳しいことは

下記までお問合せください。

炉問合せ先

都市計画課建築住宅係(市役所3階)ft23-1031 

|不 用品交換l
※掲載期間は申込み日から 3か月間です。

もとめます

-小型耕運機 ・車イス・運動用工アロバイク

ゆずります

-軽トラックのスタ ッドレスタイヤ(4本)

.ポータブルトイレ・ベビーベッド

惨申込み・問合せ先

市民課市民係(市役所1階)ft23-1003 

回翠filmaiftl~!1!íS盃1
4/1より毎週土曜日のくみ取り業務及び

申込み受付は休止となりました。

。し尿くみ取りの申込みは、月曜から金曜

の 9:00""""16:00にお願いします。

。申込みは、お早めにお願いします。

惨申込み先 (有)魚津環境衛生 ft23-3331 



コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
&
タ
ク
シ
ー

好
評
運
行
中
!

平成 17年度魚津市コミュ二ティ

パス ・タクシーの時刻 ・運行日・

停留所については、折込チラシ

をご確認くださし¥。

ご
利
用
く
だ
さ
い
!

経
国
資
源
広
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

資
源
物
を
出
す
機
会
を
増
や
し
、
ご

み
の
減
量
化
と
資
源
の
有
効
利
用
を
図

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
家
庭
に
た

ま
っ
た
資
源
物
を
収
集
日
だ
け
で
な
く
、

い
つ
で
も
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
経

田
資
源
広
場
が
経
田
公
民
館
駐
車
場
山

側
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

回
収
品
目

び
ん
類

(無
色
透
明

・
茶
色
・
青
緑
色

・
黒
色
)

缶
類
(
ス
チ
ー
ル
缶

・
ア
ル
ミ
缶
)

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装

紙
製
容
器
包
装
、
段
ボ

ー
ル
、
紙
バ

ッ
ク

利
用
時
間

午
前

8
時
初
分

i
午
後

5
時

※
祝
日

・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
・
お
盆

・
年
末
年
始
は
休
業

大
資
源
物
は
、
き
れ
い
に
洗
浄
し
、
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

環
境
安
全
課
環
境
係
(
市
役
所

1
階
)
a
n
-
-
0
4
8

• 経団l伴rx

「
駅
南
駐
車
場
」

お
得
な
回
数
駐
車
券
を
販
売
!

1
日
の
利
用
料

3
0
0
円
の

チ
ケ
ッ
ト
日
枚
綴
り
を

3
0
0

0
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

駅
前
飲
食
庖
街
「
柿
の
木
割

り
」
等
を
ご
利
用
の
際
は
、
路

上
駐
車
は
や
め
て
、
歩
い
て
す

ぐ
近
く
の
駅
南
駐
車
場
へ

!

V
問
合
せ
先
(
販
売
場
所
)

環
境
安
全
課
生
活
安
全
係

(市
役
所
1
附
)
岱

幻

・

1
0
0
4

地
区
清
掃
に
つ
い
て

の
お
願
い

こ
の
時
期
、
各
地
区
で
側
溝

清
掃

・
地
域
清
掃
が
行
わ
れ
ま

す
が
、

そ
の
際
、
集
め
ら
れ
た

ご
み
に
つ
い
て
は
、
燃
や
せ
る

ご
み

・
ビ
ニ
プ
ラ
類

・
金
物
粗

大
ご
み
に
分
別
を
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
側
溝
土
砂

・
ご
み
の

回
収
を
希
望
さ
れ
る
地
区
に
つ

い
て
は
、
回
収
場
所
が
わ
か
る

よ
う
に
地
図
等

に
し
る
し
を
つ

け
て

1
週
間
前
ま
で
に
左
記
ま

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

環
境
安
全
課
環
境
係

(市
役
所
1
階

)8
n

・
1
0
4
8

「
山
火
事
」

可前、.
力
く
、
た
さ
い
!

防
止
に

山
火
事
の
原
因
の
多
く
は
、

タ
バ
コ
や
た
き
火
の
不
始
末
で
す
。

こ
れ
か
ら
北
陸
地
方
は
、
山
の
雪

解
け
も
進
み
、
乾
燥
し
て
山
火
事
の

発
生
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。

山
火
事
は
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
、

消
火
に
必
要
な
水
や
道
路
状
況
が
悪
い
な
ど
消
火
活
動
が
遅
れ
が
ち

に
な
り
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
、
登
山
、
山
菜
摘
み
な
ど
で
入
山
す
る

際
に
は
次
の
と
お
り
火
気
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
山
中
で
の
た
き
火
の
禁
止

-
夕
、パ
コ
の
投
げ
捨
て
禁
止
(
吸
殻
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
)

貴
山
火
事
を
発
見
し
た
時
は
、
す
み
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

吸い終わったら

吸殻入れに

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
そ
の
準
備
講
習
会
の
ご
案
内

危
険
物
取
扱
者
試
験
は
、
危
険
物
の
取
扱
作
業
の
保
安
に
関
し
て

必
要
な
知
識
及
び
技
能
に
つ
い
て
筆
記
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
後
、
危

険
物
の
作
業
に
従
事
す
る
予
定
の
あ
る
方
は
こ
の
機
会
に
受
験
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

試
験
の
種
別

甲
種
、
乙
種
全
類
、
丙
種

試
験
日

6
月
初
日
制

試
験
会
場

あ
り
そ
ド
!
ム

申
込
み
受
付
期
間

4
月
お
日
開

1
5月
6
日
倒

b
瞬
間
関
隠
盟
国
国

講
習
の
種
別

甲
種
、
乙
種
全
類

講
習
日

6
月
2
日
附

・
3
日
脳

会

場

魚
津
市
消
防
本
部

司
自
も
凶
津市|明
司
μ

川川
山



国
民
年
金
の

お

得

な

割

引

制

度

を

ご

存

じ

で

す

か

?

1万3，580円x12か月分
16万2，960円

E悶冨E官官事a

E2歪l]}fa1.T2，890円
割号|

16万 0，070円

1万3，580円x6か月分
8万1，480円

8万 0，820円
660円
割号|

堕哩理予|
哩唖璽争[

4
月
は

未
成
年
飲
酒
防
止

強
調
月
間
で
す

平
成
げ
年

4
月
か
ら
平
成
同

年

3
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額

1
万
3
5
8
0
円

に
な
り
ま
し
た
。

大
ま
と
め
て
払
う
「
前
納
」
が

お
得
で
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は

1
年

分
ま
た
は

6
か
月
分
ま
と
め
て

納
め
る
と
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
得
な
「
前
納
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
(
1
年
分
の
前
納
、

ま
た
、
4
1
9
月
分
の

6
か
月
前
納

は
4
月
お
日
で
締
切
り
ま
す
。)

ま
と
め
て
払
う
の
は
ち
ょ
っ

と
無
理
・
:
と
い
う
方
に
は
、
月
々

の
口
座
振
替
早
割
制
度
が
お
得

で
す
。

女
口
座
振
替
早
割
制
度
に
つ
い
て

通
常
の
口
座
振
替
で
は
、
定

額
保
険
料
の
支
払
い
で
す
が
、

口
座
振
替
の
早
割
に
す
る
と
月

額

ω円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
を
す
る
と
、
初
回
の

口
座
振
替
で

2
か
月
分
の
保
険

料
(
従
前
の
保
険
料
と
刊
円
割

引
さ
れ
た
保
険
料
)
が
引
き
落

と
さ
れ
、

そ
の
後
の
保
険
料
が

毎
月
刊
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

※
既
に
口
座
振
替
の
方
も
新
た

に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

V
国
民
年
金
の
問
合
せ
先

市
民
課
市
民
係

(市
役
所
1
階
)

岱
幻

・
1
0
1
2

魚
津
社
会
保
険
事
務
所

8
M

・
1
4
9
4

以下の日程で行いますので、

あ、近くの会場で受けてください。

また、案内状が届いた方は、

必ずその案内状を持参してください0

.費用 6，000円

内訳登録手数料

注 射料

注射済票

登録済の犬で

予防注射のみ…3，000円

.その他

-登録鑑札の再交付は、 1，600円必要です0

・飼い犬の死亡、飼い主の住所、氏名変更

の場合は、環境安全課の窓口に届け出て

ください。

炉問合せ先

環境安全課環境係(市役所 1階)ft23-1048 

3，000円

2，450円

550円

( ) 

品
購
入
・
業
務
委
託
等
の

入
札
参
加
資
格
の
申
請
を
受
付
け
て
い
ま
す

魚
津
市
で
は
、
平
成
凶
年

4
月
よ
り
物
品
等
指
名
競
争
入
札
参
加
資

格
の
申
請
を
随
時
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
げ
年

4
月
か
ら
、
名
簿
に
登

載
が
な
い
業
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
の
発
注
す
る
物
品

・
業
務
委
託

等
(
物
品
の
購
入
、
管
理
業
務
、
修
繕
等
)
の
指
名
入
札
へ
の
参
加
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
書
を
財
政
課
管
財

・
契
約
検
査

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
の
方
法
、
申
請
書
類
に
つ
い

て
は
魚
津
市
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(ホ

l
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

F
2
H
Y
¥
¥
巧
巧
巧
・2
け可
-
C
O
N
C
・け
O
可
9
5
9
・
忌
)

受
付
期
間

平
成
問
年

1
月
幻
日
ま
で

※
休
日
に
つ
い
て
は
持
参
に
よ
る
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。
(
郵
送
可
)

V
提
出
・
問
合
せ
先

干
9
3
7
・
8
5
5
5

魚
津
市
釈
迦
堂

1
丁
目
印
番
1
号

魚
津
市
役
所
企
画
総
務
部
財
政
課
管
財

・
契
約
検
査
係

8
n
・
1
0
1
8

※
入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

入
札
参
加
資
格
者
名
簿
登
載
の
日
か
ら
平
成
問
年
3
月
白
日
ま
で

日 場所 時間

1伺41 ) 

経団公民館 9:00"-'10:30 

日本力一バイド厚生会話 1 0 : 4 5"-' 1 2 : 0 0 

西布施公民館 1 0 : 0 0"-' 1 0 : 4 0 
4 

天神公民館 1 0 : 5 0"-' 1 1 : 2 0 / 
12 新川森林組合 1 1 : 3 0"-' 1 2 : 0 0 
(火)

農村環境改善センター 1 3 : 3 0"-' 1 5 : 0 0 

片貝公民館 9 : 3 0"-' 9: 5 0 

4 横枕公民館 1 0 : 0 0"-' 1 0 : 4 5 
/ 

石垣公民館 1 1 : 0 0"-' 1 1 : 2 0 13 
(水) 大海寺新公民館 1 1 : 3 0"-' 1 2 : 0 0 

農協上野方支店 1 3 : 3 0"-' 1 4 : 3 0 

坪野公民館 9:30"-'10:00 

農協松倉支庖 1 0 : 1 0"-' 1 0 : 4 0 

4 松倉公民館 1 0 : 5 0"-' 1 1 : 1 0 
/ 

有山公民館 1 1 : 2 0"-' 1 1 : 4 0 14 
(木) 上中島公民館 1 3 : 0 0"-' 1 3 : 3 0 

下中 島公 民館 1 3 : 5 0"-' 1 4 : 2 0 

教育センタ-(住吉小) 1 4 : 3 0"-' 1 5 : 0 0 

4 青島三区公民館 9 : 3 0"-' 1 1 : 0 0 
/ 

江口多目的研修センター 1 1 : 1 5"-' 1 1 : 4 5 15 
(金) 大町公民館 1 3 : 0 0"-' 1 4 : 3 0 

/ 14 7 
魚津市役所 9:00"-'12:00 

新川厚生センタ-魚津支所 1 3 : 0 0"-' 1 4 : 3 0 (日)



ー
白
倉
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

市
内
の
事
業
所

こ
れ
は
近
年
、
若
年
者
の
離

職
率
の
増
加
や
フ
リ

l
タ
l
、

ニ

l
ト
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
少
し
で
も
早
い
段
階
で
就

業
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
働
く

こ
と
の
意
味
を
理
解
し
、
将
来

の
生
き
方
や
進
路
を
考
え
て
も

ら
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

昭
和
問
年

4
月
よ
り
休
校
と

な
っ
て
い
た
白
倉
小
学
校
が
、

本
年

4
月

1
日
に
廃
校
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
市
内
外
の
み
な

さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
廃
校
を
き
っ
か
け
に
、

よ

り
自
由
に
利
用
で
き
る
施
設
と

な
る
よ
う
、

そ
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

8
n
・
1
0
4
3

青
い
鳥
郵
便
ハ
ガ
キ
を
さ
し
あ
げ
て
い
ま
す

郵
便
局
で
は
、
障
害
者
を
対
象
に

「
青
い
長
郵
便
ハ
ガ
キ
」
を

1
人
に
つ
き
初
枚
を
無
料
で
さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

身
体
障
害

(
1
級
ま
た
は

2
級
)

知
的
障
害
(
療
育
手
帳
A
も
し
く
は
1
度
、
2
度
と
記
さ
れ
て
い
る
方
)

V
問
合
せ
先

魚
津
郵
便
局
総
務
課

8
n
・
0
4
0
0

企
業
&
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
!

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
、

4
1
5
月
に
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
企
業

(
4
4
0
社
)
及
び
、
市
民
の
み
な
さ
ん

(
無
作
為
抽
出
さ
れ
た

8
0
0
人
)
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
届
き
ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
す
が
、
設
問
に
回

答
の
上
、
期
日
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
ア
ン
ケ
ー
ト
締
切
日

企
業
対
象
分

5
月
2
日
間

(
4
月
日
日
に
市
か
ら
発
送
)

市
民
対
象
分

5
月
目
白
川
W
(
5
月

6
日
に
市
か
ら
発
送
)

V
問
合
せ
先

市
民
課
国
際
・男
女
参
画
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
(
市
役
所
1
階
)
岱
お

・
1
0
1
7

家
族
介
護
者
の
た
め
の
や
す
ら
ぎ
の
小
旅
行

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
旅
行
で
す
。

日
時

4
月
初
日

ω

午
前

9
時
閃
分
市
役
所
前
出
発
、
午
後
4
時
頃
帰
着

行
き
先

宇
奈
月
温
泉

参
加
費

1
人
あ
た
り

1
0
0
0
円

定
員

初
名
(
定
員
を
超
え
た
場
合
抽
選
)

申
込
み
締
切

4
月
凶
日
開

V
問
合
せ
・
申
込
み
先

社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

(
市
役
所
l
階

)
8
n
・
1
0
0
7

排
水
設
備
の
清
掃
を
!

下
水
道
を
長
く
快
適
に
使
う

た
め
に
定
期
的
な
清
掃
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ
の
ふ
た
を
ド
ラ
イ
バ
ー
で

開
け
る
と
水
が
溜
ま
っ
て
い
ま

す
。
下
水
の
臭
気
を
止
め
る
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
部
分
を

2
か
月
に

1
回

程
度
清
掃
し
て
く
だ
さ
い
。
水

の
溜
ま
っ
た
部
分
に
ホ

l
ス
で

強
く
水
を
か
け
る
か
、
柄
の
つ

い
た
ス
ポ
ン
ジ
か
タ
ワ
シ
で
こ

す
れ
ば
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
の
排
水
管
の
清
掃
(
洗
浄
)

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
!

排
水
設
備
業
者
を
名
乗
る
業
者

が
訪
問
し
、
高
い
費
用
を
請
求
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
は
、
直
ち

に
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
o

v以
上
の
問
合
せ
先

下
水
道
課

包
幻

・
1
0
3
8
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学びの森寺子屋参加者募集

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
募
集

魚
津
市
内
の
観
光
施
設
や
名

所
を
案
内
す
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
市
外

・
県

外
の
観
光
客
の
み
な
さ
ん
に
魚

津
の
魅
力
を

P

R
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

※
資
格
要
件
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
!

V
問
合
せ
先

商
工
観
光
課
観
光
交
通
係

(
市
役
所
3
階
)
岱

お

・

1
0
2
5

E箇遁~扇141山岳ヨ羽目長長~I

交流館の庭木の手入れなど、ボランティア

を兼ねた園芸講座を年開通して開催します。

第1回講座日時 4/24日 13:30"-' 16:00 

会場新川学びの森天神山交流館敷地内

内容 四季の花と園芸の楽しみ方

申込み締切 4/16 (討

※以後も随時受付けますので、

お問合せください。

J
I
C
A
(
ジ
ャ
イ
カ
)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

国
際
協
力
機
構

J
I
C
A
で
は
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

お
り
、
興
味
の
あ
る
方
の

た
め
に
説
明
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
派
遣
期

間
は
原
則

2
年
で
す
が
、
今
回
よ
り
、
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

(1
年
未

満
)
も
募
集
し
ま
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
・
短
期
派
遣

応
募
資
格

満
別
歳
か
ら
鈎
歳
で
日
本
国
籍
を
持
つ
方

体
験
&
説
明
会
開
催
日
時
と
会
場

(
い
ず
れ
も
富
山
市
)

4
月

口

日

同

午

後

4
時
叩
分
I

C

I

C
ビ
ル

3
階

4
月

初

日

附

午

後

7
時
j

イ
ン
テ
ッ
ク
ビ
ル

4
階

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
短
期
派
遣

応
募
資
格

満
州
制
歳
か
ら

ω歳
で
日
本
国
籍
を
持
つ
方

体
験
&
説
明
会
開
催
日
時
と
会
場

4
月
口
日

間

午

後

1
時
初
分
i

C

I

C
ビ
ル
3
階

※
両
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
募
期
間
は
、

4
月
刊
日
制
{

)
5

月
初
日
倒

※
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
募
期
間
は
、

3
月
初
日
間

1
5
月

7
日
凶

V
問
合
せ
先

J
I
C
A
プ
ラ
ザ

8
0
1
2
0
・
3
2
・
5
9
3
1

E羽目民~副F話回匹重量轟轟薄暗主事

そばに興昧のある方、初めての方、あなた

も参加してみませんか。年聞を通して定期

的に「そぱ打ち体験」を行います。

第1国体験会日時 4/17 (日)9:30"-' 

参加費 1，000円(材料代等)

※できあがったそばはお持ち帰りできます。

定員 20名(定員になり次第締切)

炉問合せ・申込み先・会場

新川学びの森天神山交流館 (木曜休館)

ti31-7001 FAX31-7009 

馬 主四時胃腎ヨ

( ) 申
込
み
受
付
期
限

4
月
日
日
悩
ま
で

受
験
資
格

①
昭
和
日
年

4
月

2
日
か
ら

昭
和
印
年

4
月

1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方。

②
昭
和
日
年

4
月

2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
大
学
を
卒
業

し
た
方
及
び
平
成
同
年

3
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
方
。

※
試
験
は
大
学
卒
業
程
度

V
申
込
み
用
紙
請
求
・
問
合
せ
先

金
沢
国
税
局
人
事
第
二
課

2
0
7
6
・
2
3
1

・
2
1
3
1

ま
た
は
魚
津
税
務
署
総
務
課

8
M

・
1
3
7
0

E・E 翠幸三週

コース 内容 日程

初めての
パソコン、マウス、キーボー 5/9(月)

パソコン
ドの基本的な取り扱い及び文

-----12休)
字入力を習得します。

今日から 文字入力から図形挿入まで、 5/16(月)
始める 基本的な文書作成の操作を習
文書作成 得します。

-----19(:木)

一歩進んだ
基本操作からより高度な文書 5/23(月)

文書作成
の編集を習得し、実用的なビ

-----26 (木)
ジネス文書を作成します。

今日から 文字入力からグラフ作成、関 5/30(月)
始める 数入力まで簡単な表作成の操
表計算 作を習得します。 -----6/2休)

一歩進んだ
基本操作から実用的な関数、 6/6(月)

表計算
データベースなど、より実践

-----9休)
的な機能を習得します。

伝
匂

職
訓
セ
ン
タ
ー

は
み
だ
し
情
報

パソコンを使って建築用図面 (平面図)の

作成方法を学ぶことができます。

対象 日本語入力・マウス操作ができる方

日時 5/10(火)・12(木)・17(火)・19(木)・24(火)

18:00"-'21 :00 

定員 20名(申込みJI慎)受講料 4，000円

申込み方法電話にて受付

申込み締切 4/27(:水)

S主主主~続可・E濁E匝(~間市周日高E

※ソフトはマイク口ソフト社のワード・工クセルを使用します

時間 9:30"-'15:00 受講料各3，000円

コース定員 20名 ※定員となり次第締切

受付期間 4/1(金1"-'20(:木)

申込み用紙は魚津地域職業訓練センタ一、商

工観光課(市役所 3階)、魚津公共職業安定所

にあります。センターまたは商工観光課に提

出してください。 FAX・郵送(センタ-宛)で

も受付します。

惨申込み・問合せ先・会場

魚津地域職業訓練センタ-()II縁 121の 1)

ti24-9579 FAX23-9151 



ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ー
ム
(
市
民
体
験
農
園
)
参
加
者
募
集

魚
津
市
農
業
士
協
議
会
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

野
菜
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。
か
ぼ
ち
ゃ

・
枝
豆

・

と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
、
自
分
た
ち
の
手
で
植
え
付

け
か
ら
収
穫
ま
で
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員

親
子
初
組
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
)

農
園
の
場
所

上
中
島
地
区
内
の
農
業
士
の
畑

実
施
時
期

第

1
回

・
植
え
付
け

4
月
初
日
制
(
雨
天
順
延
)

第

2
回

・
除

草

等

5
月
下
旬

第

3
回

・
収

穫

8
月
初
旬

※
2
回
目
以
降
の
日
時
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
に

直
接
ご
案
内
し
ま
す
。

参
加
要
件

3
回
と
も
参
加
で
き
る
方
(
参
加
無
料
)

申
込
み
期
限

4
月
初
日
附

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

農
業
水
産
課
農
政
振
興
係
(
市
役
所
3
階
)

※イラストはイメージです
大根はありません

宮

川
ω
・
1
0
3
2

海
外
旅
行
に
役
立
つ
ト
ラ
ベ
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
!

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
近
く
な
り
、
海
外
旅

行
の
計
画
を
立
て
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
?

そ
ん
な
方
に
、
す
ぐ
に
使
え
る
英
会
話
を
国
際
交

流
員
マ

l
テ
ィ
ン
が
教
え
ま
す
。

日
時

4
月
同
日
間

i
幻
日
附
(
全
4
回
)

午
後
7
時

1
8
時

会
場

市
役
所
2
階

第

3
会
議
室

定
員

別
名
程
度

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

市

民

課

国

際

・男
女
参
画
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

(
市
役
所

1
階
)
包
幻

・
1
0
1
7

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

ス
ク
ー
ル
受
講
生
募
集

開
催
日
時

4
月

9
日
出

i
印
月
幻
自
国

の
期
間
中
、
第

2
・
4
土
曜

及
び
第
1
・
3
・
5
日
曜

各
午
前
8
時
叩
分

i
m時

会

場

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象

小
学

3
年
生
;
中
学

3

年
生
の
児
童
生
徒
と
そ
の
父

母
(
父
母
の
み
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。
)

定
員

印
名
(
申
込
み
順
)

受
講
料

入
会
金

・
月
会
費
各

1
0
0
0
円
(
父
母
は
月
会

費
半
額
)

申
込
み
期
限

4
月
7
日
附

※
定
員
に
達
し
な
い
と
き
は
、

申
込
期
限
後
も
随
時
受
付
け

ま
す
。

※
ラ
ケ

ッ
ト
は
、
各
自
で
用
意

し
て
く
だ
さ
い
o

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
課

岱
幻

・
1
0
4
6

応
援
し
ま
す
!

「
元
気
」
な
グ
ル
ー
プ

責
魚
津
市
ま
ち
づ
く
り
・
元
気
づ
く
り
団
体
の
募
集

市
で
は
、
自
主
的

・
自
発
的
に
ま
ち
ず
つ
く
り
を
考
え
、
取
り
組
ん
で
い

る
団
体

(
2
団
体
)
に
対
し
て
、
日
万
円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

※
例
え
ば
、
市
民
自
ら
の
手
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
や
元
気
の
出
る

活
動
、

ま
た
、
地
域
の
問
題
に
対
し
、
調
査
、
勉
強
会
等
を
開
催
し
、

具
体
的
な
提
案
を
行
う
活
動
な
ど
が
対
象
で
す
。

応
募
資
格

・
ま
ち
♂つ
く
り
等
の
活
動
を
、
実
施
あ
る
い
は
計
画
し
て
い
る

5
人
以
上

で
構
成
さ
れ
る
団
体
。
※
団
体
構
成
員
の
う
ち
過
半
数
は
、
市
民
あ
る

い
は
市
内
に
通
勤

・
通
学
さ
れ
て
い
る
方
と
し
ま
す
。

・
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
団
体
に
は
応
募
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
口
度
に
お
い
て
、
魚
津
市
か
ら
他
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た

団
体
。
ま
た
、
交
付
を
受
け
る
予
定
の
団
体
。

②
宗
教
活
動
、
政
治
活
動
も
し
く
は
選
挙
活
動
及
び
営
利
活
動
を
主
た

る
目
的
と
す
る
団
体
。

大
選
定
委
員
(
市
民
委
員
)
の
募
集

ま
ち

c

つ
く
り

・
元
気
づ
く
り
団
体
支
援
事
業
に
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
応
募
の
あ
っ
た
団
体
の
審
査
な
ど
選
考
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
選
定
委
員
(
市
民
委
員
)
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

若
干
名

応
募
資
格

ま
ち
.
つ
く
り
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
、
初
歳
以
上
の
方

?
川
凶
阿
川
阿
川
崎
川
附
剛
阿
川
川
凹

応
募
締
切

5
月
2
日
間
郵
送
の
場
合
は
、
締
切
日
消
印
有
効

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
用
紙
は
、
市
役
所
2
階
企
画
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

企
画
政
策
課
地
域
づ
く
り
係

8
n
・
1
0
6
7



駐在通Eヨ盟諸弓gj~~."]・王者冨温・

富山湾の春の風物詩、ホタルイ力も最盛期

となりました。水族館では、期間中、ホタ

ルイ力の展示水槽で、ホタルイ力の姿や発

光を見ることができます。また、日曜日、

祝日には、学芸員の解説による発光実験を

開催しています。

発光実験開催期間

5月末までの日曜日・祝日

( 1日6回の予定)

ホタルイカの水槽展示

5月末まで

マ
ラ
ソ
ン
の
交
通
規
制
に
ご
協
力
を

4
月
M
日
刷
、
第
お
回
魚
津
し
ん
き
ろ
う
マ
ラ
ソ
ン
の

開
催
に
伴
い
、
上
記
コ

l
ス
の
区
間
で
交
通
規
制
が
行
わ

れ
ま
す
。
交
通
誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
、
通
行
し
て
く

だ
さ
い
。

規
制
時
間

午
前
9
時
判
分

i
ロ
時
初
分

大
沿
道
の
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ぽ
会
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
旦

選
手
受
付
、
給
水
係
、
駐
車
場
整
理
な
ど
、
大
会
運
営

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
o

v申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
総
合
体
育
館
内

「魚
津
し
ん
き
ろ
う
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局
」

岱
お

・
6
5
5
0

E墨樋由民主翠~j資主E記事5奪還凪E主雲主主ヨ

昨
年
の
県
知
事
賞

題材水族館の動物や風景

対象保育・幼稚園児~中学生

応募期間 4/10 (日)まで

提出締切 4/17 (日)

※水族館受付で申込み。画用紙をお渡しし

ます。応募者の入館料は無料、ただし付

添いの方は有料。

回目陸軍直三重量恒J::Ij.z:::.Jitj昌国首IE玉虫園

富山湾の海底地形や深海生物を模型とパネ

ルで解説。そして、海流に乗って運ばれ、

富山湾の海岸に打ちあがった漂着生物を紹

介しています。(4/17(日)まで)

5 

( ) 
歴
史
民
俗
博
物
館

魚
津
の
漁
具
展

開
催
期
間

4
月
泊
日
幽
'eg--'
8
月
白
日
附

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の

漁
具
を
集
成
し
、

そ
の
変
遷
と

魚
津
の
漁
業
と
の
関
わ
り
を
探

り
ま
す
。
ま
た
関
連
資
料
と
し

て
、
魚
津
市
内
の
遺
跡
か
ら
見

つ
か
っ
た
古
代
の
漁
具
や
近
世

の
定
置
網
漁
を
示
し
た
絵
図
も

併
せ
て
展
示
し
ま
す
。

※
入
場
無
料

V
問
合
せ
先

魚
津
歴
史
民
俗
博
物
館

岱
汎

・
7
2
2
0

開
館
時
間

午
前
9
時

i
午
後
5
時

ふれあい学習会「食べられる草ど~れだ?J

食べられる野草をさがして試食してみよう。

どんな昧かな? (参加無料)

日時 4/23出 9:00"'-' 15:00 

行き先松倉城跡周辺(埋没林博物館集合)

対象小学生以上定員 20人(申込み順)

申込み・問合せ先魚津埋没林博物館

写真展「魚津ナチュラルギャラリー 5J

郷土の自然を写真で再発見

4/30 (却まで開催中!

会場埋没林博物館展示通路(要入館料)

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場

オ
ー
ブ
ン
!

4
月
mm
日
樹
、
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

ラ
ン
ド
内
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広

場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ご
家
族
、
仲
間
同
士
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金

l
卓
1
回
1
0
0
0
円

V
問
合
せ
先

魚
津
総
合
公
園
内

ミ
ラ
ー
ジ

ュ
ハ
ウ
ス

8
M

・
9
5
7
8

PD怒トム協な自)I
平日 9:00"'-'21:00 

日曜・祝日 9:00"'-' 17:00 

開館日でランニングコースの利用できない日

4/10旧)12:00まで・ 17(日)

23(I)17:00まで・ 29幽 12:00まで

開館時間



[健康体操初崎教室参加者募集I

V
問
合
せ
先

・
魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

8
μ
・
3
9
9
9

.
健
康
セ
ン
タ
ー
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
の
び
の
び
」

岱

μ
・
0
4
1
5

虚弱体質の方や、
健康づくりをした
い方におすすめの
東洋体操です

期間

5/12(木:)""' 7 /28(木)の

毎週木曜日

9:30'"'"'11:30 

会場 健康センタ-

受講料 700円(テキス卜代 )

申込み締切 5/6 (金)

惨申込み先 健康センタ-

こ
れ
ま
で
、
乳
が
ん
検
診
の
対
象
は

初
歳
以
上
と
し
て
い
ま
し
た
が
今
年
度

か
ら
は
初
歳
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

子
宮
が
ん
検
診
は
却
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国

で
は

ω歳
代
や
印
歳
代
の
乳
が
ん
の
発
生
が
多
く
、

ω歳
代
に

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
!
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
放
射

線
被
爆
を
考
慮
し
た
結
果
で
す
。
(
※
魚
津
市
で
は
判
歳
未
満
の

方
で
あ
っ
て
も
、
乳
、か
ん
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
集
団
検
診

で
の
み
受
診
で
き
ま
す
。
)

子
宮
が
ん
に

つ
い
て
は
、

若
く
て
も
油
断
は
禁
物
で
す
。
全

国
的
に
初
歳
代
の
若
年
層
で
は
、
子
宮
頚
が
ん
の
発
生
率
が
急

激
に
増
え
て
お
り
、
こ
の
た
め
、
対
象
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
ま

し
た
。
子
宮
頚
が
ん
は
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
l
マ
ウ

ィ
ル
ス
の
感
染
が

関
与
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ウ
ィ
ル
ス
は
性
行

為

で
感
染
す
る
も
の

で
す
が
、
感
染
し
た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず

子
宮
が
ん
に
な
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
の
性

行
開
始
年
齢
の
低
年
齢
化
と
共
に
、
子
宮
頚
が
ん
の
発
症
年
齢

も
下
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
宮
頚
が
ん
に
は
検
診
が
有
効
で
、
進
行
が
ん
を
防
ぎ
死
亡
を

減
ら
す
効
果
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
早
期
発
見
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

、受診申し込みハガキ、または電話で検診日の

{必要|受診券、健康手帳、検診料金 )5目前までにお申し込みください。

-E璽麗湿堕琵電量

実施日 dヨbミ恥 場 内 合円相 料 金 受付時間

19 (火) 日力 厚 生 会 館 胃がん 900円 8:30'"'"' 9:30 

22 (劃 大町公 民 館 大腸がん 700円 8:30'"'"' 9:30 
13:00'"'"' 14:00 

25 (月) 健康センター 子宮がん 800円 13:00'"'"' 14:00 

5/10 (火) 日力厚生会館 乳がん 1，200円 13:00'"'"' 14:00 

富山労災病院市民公開講座 I 

テーマ 形成外科について

講師井出克樹形成外科部長

日時 4/27(水) 18:30'"'"' 1 9:30 

※18:00より開演時間まで看護師等

による健康相談を行います。

お気軽にご参加くださし¥。

※参加無料

炉問合せ先・会場

富山労災病院 H22-1280

大がん検診を希望される方で、がん検診案内書(対象の方には 4月上旬に送付)が

届いていない方は健康センターまで連絡ください。

※生活保護世帯の方と 65歳以上の方

で老人保健法・医療受給者証をお

持ちの方は減免制度がありますの

で、希望検診目前までに必ず健康

センターへお問合せください。

※市内の医療機関でも受診できます

※平成 17年 4月から平成 18年 3月
までに70歳以上になられる方と

胃・大腸 ・乳がん検診は40・50・

60歳になられる方、子宮がん
検診は 20・30・40・50・60歳
になられる方は無料です。

陸軍霊園
会場 健康センタ-

※初めて参加される方は
事前にお申込みください。

間

9:30'"'"' 

11 :30 

9:30'"'"' 

11 :30 

時

12日(火)

19日(火)

26日(火)

集団 :14日(木)

28日休)

12日(火)

19日(火)

26日(火)

(要予約)

内容 実施日

機能訓練|個別

脳の活き活き

相談会
大物忘れなど

が気になる
方の相談会

V
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

(
市
役
所
1
階
)

宮

川
ω
・
1
0
0
7

り
笑
っ
て
一
日
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

ヰ
凶
の

げ
い
っ

v
」

自分の「顔」

見てますか?



予防接種者は予診票)

タンセ

帳
一眼

宇
一場

母
一会

一
要

一

{
必
」陸国国昌

Jを気息す〈苓三ゃA

只
υ
匁
ヰ

n
u
一
n
u
一

n
u

ヨ
J

4
l
n
ド

q
u
一
qu
一
qu

信

正
以
内
広
一
任

一
任

椅

子

川
和
川
一
い
一
い

i』

1
0
2
1
一
O
一
O

;
;
第

竹山

第

竹山

一
M
M

一
日

側

側

一附

日

日

一
日

守

f

司

4
一

守

I

4
1
一

司

L

実施日

児

1歳 6か月児健診 |平成15年9月生まれの児

歳児健診 |平成13年10月生まれの児

対象者等

月か4 ;商

博司

令

診

診
健

検臼

児

脱

月

節
力

関
4

股

健

康

診

査

内

3 

教マタニティセミナー
|妊婦とその家族

室 Aコース〈妊娠・出産編〉

6日(水)
8日住)

広のびのび広場 | 乳幼児とその家族 1 1~ 日 (水)
15日(金)
22日(金)
27自体)

ん広場|生後6か月までの却とその家族120日(水)

9: 15"-' 9 :30 22日(金)
のぞみ

望未ちゃん
たちもり

舘森
よしの しんたろう

吉野新太郎くん

9:30"-'11:00 

| :育児サロン参加者募集 l 

9:30"-'11 :00 

、J
J

れ
ん

川ノ

|
υ

ハU

A
ソ
ヰ
小

el
L

川
川
ノ

.へ
な

川
ノ

/

¥

C
の
な

や
一

回

都

n
J
L
A
n
F
 

B
種
応

協
放

に
以

以
nm

赤ち

場

19日(火)生後 2"-'6か月未満の児

種
A 
Eコ

:1ヨ
1&じ

月 1回木曜日の午前中、親子のふれあ

いと情報交換の場づくり として、 育児サ

ロンを実施します。(第 1回目は 4/21(:木))
対象 1歳以上の未就園児と家族

受付 4/11 (月)-----15 (金)(先着20組)

会費 1歳以上の子ども 1人につき

年間 1，200円

※児童セ ンターの親子教室に参加される

方は、ご遠慮ください。

砂申込み・問合せ先・会場 健康センタ- 生後 6"-'90か月未満の児

予
防

毒ポ

生後36"-'90か月未満の児

※1 2月まで毎月実施

日本脳炎予防接種
l魚繍園内問聞か所自の|
子育て支援センターがオープン!

6日制| 経団・天神

8日働時-照 ・醐

14日制 村木・道下

大町 ・下中島

上中島 ・松倉

上野方 ・本江

生後 3"-'90か月未満の児

匿圃 13:00"-'14:00

予防接種と他の予防接種を受けるまでにあけなくては

いけない接種間隔が変更になり ました。

ISCG・ポリオ ・麻しん・風しん 接種後 27日以上
・三種混合 ・日本脳炎 接種後 6日以上

オリ

大全ての予防接種予診票の問診内容が一部変更となりました。

今月からは新しい予診票を使用しますので、接種会場で記入してください。

愛称は「あいあい」

関所日時 4/14 (木)10:00-----
4/15 (金)から集いの広場「あいあい広場」

を開きます。

-時間 (月)-----(金)の 9:30-----11 :00 

※4/22(金)・5/2(月)は休み 五二、-r----.rf1"，，'ヘ

炉問合せ先 '~凶T~\.\ ) 

子育て支援センター かさ砂~
「あいあし¥J H25-0375 ピ4ヱP

( ) 

富
山
労
災
病
院

あ
じ
さ
か

外
科
副
部
長
鯵
坂
秀
之
医
師

あ
な
た
の
自
の
前
で
大
切
な
家
族
や
友
人
が

突
然
倒
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
?

近
頃
、
「
E
R
」
や
「救
命
病
棟
M
時
」

「
l
l
l
-
-

と
い
っ
た
救
急
医
療
を
題
材
に
し
た
ド

一

¥
1J

ラ
マ
が
人
気
を
博
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

忌

f
L

そ
の
中
で
は

一
旦
心
臓
が
停
止
し
た
患

』

F
B札
t

者
さ
ん
が
元
気
に
な
っ
て
い
く
様
子
が
胎
眠
樋
岨
・

E

た
び
た
び
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

aa---置

現
実
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
心
停
止
に
・
・
・
・
圃

て
救
急
搬
送
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
う
ち
、

・
・
・
開
ドー
・

元
気
に
社
会
復
帰
さ
れ
る
方
は
わ
ず
か

1
%
で
す
。

そ
こ
で
、
も
し
あ
な
た
の
目
の
前
で
大
切
な
人
が
倒
れ
、
呼
ん
で

も
ゆ
す
っ
て
も
反
応
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
ま
わ
り
の
人

に
大
声
で
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
救
急
車
を
呼
び
ま
す
。
正
解
で
す
。

次
は
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
。
日
本
で
は
救
急
車
が
到
着
す
る
の
に

平
均
6
分
か
か
り
ま
す
。
心
臓
が
停
止
す
る
と
、
血
流
の
な
く
な
っ

た
脳
の
細
胞
は
4
分
で
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
救
急
車

到
着
前
、
特
に

4
分
以
内
に
何
ら
か
の
処
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

誰
が
?
そ
れ
は
あ
な
た
で
す
。
何
を
?
そ
れ
は
「心
肺
蘇
生
術
」
で

す
。
こ
の
「心
肺
蘇
生
術
」
を
救
急
車
到
着
前
に
施
行
さ
れ
て
い
た
場

合
の
社
会
復
帰
率
は

2
%と
倍
増
し
ま
す
。

し
か
し
こ
の
「心
肺
蘇
生
術
」、
内
容
が
複
雑
で
な
か
な
か
普
及
し

ま
せ
ん

(ぜ
ひ
講
習
を
受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
)
。
私
に
は
無
理
、

と
思
わ
れ
る
方
は
せ
め
て
「心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
だ
け
で
も
お
こ
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
大
人
の
場
合
は
、
胸
骨

(胸
の
真
中
の
骨
)
の
下
半

分
を
、
重
ね
た
両
手
で
、
4
1
5
叩
く
ぼ
む
ぐ
ら
い
の
力
で
、
1
分

間
に
1
0
0
回
の
ぺ

l
ス
で
押
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
だ
け
で
も
か

な
り
の
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

救
急
車
到
着
ま
で
の
数
分
、
こ
れ
が
大
切
な
人
の
運
命
を
変
え
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
マ
の

1
シ
ー
ン
を
再
現
す
る
に
は
、

医
師
や
救
命
士
の
み
な
ら
ず
、
あ
な
た
の
協
力
も
必
要
で
す
。

富
山
労
災
病
院
市
民
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ
は

μ
ペ
ー
ジ
中
段
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

み
ん
窓
@
保
鶴
富
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E首E清司自E

火曜~金曜 9:00'""21:00

土曜・日曜 9:00'""17:00 

臨調
4/4伺)・11(月)・18(月)

25(月)・28附・ 29樹

z:1. .. 磨重歪iIf，車電落語

「おはなしを楽しむ会Jの

みなさんに絵本を読んで

もらいます。

4/16出・ 23出・ 30出

各10:30より開始

般

読
む
サ
プ
リ

斎
藤

何
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫

桜
井
よ
し
こ

エ
l
ス

を

出

せ

!

日

垣

隆

定
年
後
大
全

2
0
0
5
1
0
6

日
本
経
済
新
聞
生
活
経
済
部

人
は
仕
事
で
磨
か
れ
る

丹
羽
宇

一
郎

チ

l
ズ
事
典

日
本
文
芸
社

笑
わ
せ
る
!
技
術

中
島
孝
志

さ
お
だ
け
屋
は
な
ぜ
潰
れ
な
い
の
か

山
田
真
哉

大
人
の
失
必
反

省

会

藤

野

美
奈
子

黒
郎
の
太
陽

ミ
フ
ネ
と
裕
次
郎

熊

井

啓
孝

⑥
相
川
⑨

人
生
ベ
ス
ト
テ
ン

角
田
光
代

モ

ッ
プ
の
精
は
深
夜
に
現
れ
る

近
藤
史
恵

ナ
ラ
タ

l
ジ
ュ

島
本
理
生

犬
の
息

子

藤

堂

志

津

子

さ
く
ら

西

加

奈

子

九
月
が
、
水
速
に
続
け
ば

沼
田
ま
ほ
か
る

坂
東
員
砂
/
丁

山
本
望
未

月
待
ち
の
恋

春
に
戻
る

ミ
ゲ
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト

v
・
s
-ナ
イ
ポ
ー
ル

官
童
・
ヤ
ン
グ

ち
び
う
さ

が
っ
こ
、
っ
ヘ

1
・

ハ
リ
l
・
ホ
ー

ス

び
し
ょ
び
し
ょ
ね
こ

い
わ
む
ら
か
ず
お
絵

問
所
ひ
さ

こ
文

サ
ラ
ダ
で
げ
ん
き

長

新

太

絵

角

野

栄

子

作

臼
蛇
伝

渡
辺
仙
州

フ
ル
メ
タ
ル
・
ビ
ュ

l
テ
ィ

l
①

花
形
み

つ
る

フ
ィ
ー
ドM

・
T
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

命

開

館

時

間

午

前

9
時
半
か
ら
午
後
6
時

休

館

日

日

曜

・

祝

日

ft 24-2402 

14 2日(り柄4 
ぶんぶん紙ブーメラン

15:30 
きみもブンブン飛ばしてみよう !1日

1208 日日伺0M1 16:00 
「春大たんけん隊」

春をさがしにたんけんしよう!

23日住)11 :00 
「入学・進級おめでとう会J参加無料

ゲームやクッキングをしておいわい!

大町こぱとft 23-5133 

9日出 14:00 
力ラフルパフェをつくろう (定員40名参加費50円)
フルーツをのせてパフ工をつくるよ

16日(I) 14:00 
入学進級おめでとう会(定員40名参加無料)

たのしいゲームでもりあがろう

19日(火)15:30 
つくってあそぼ!工アーターゲッ卜

空気のたまで、 まとをねらえ|

本江つばめでて

£ミタ ft23-1777 

16日(封 14:00 
プラパンをつくろう

焼くとちぢむ、不思議なプラパンだよ

(月)15:30 
入学・進級おめでとう会

18日
新しい学年になったお祝いパーティー

(月)15:00 
くるくるバナナ

25日
バナナをつかったおやつをつくろう

経田ジ&も かもめひばり 六郎丸 ft23-0500 

9日出 14:00 
入学進級おめでとう会(定員50名参加無料)

みんなと仲良しになろう。おやつも作るよ。

16日出 14:00 
りんごの花見にでかけよう

散歩しながら加積の春を満喫

18日
(休月)) 開館 ひばり地図を作ろう

2日 時間中 センターの近くには何があるのかな?

「日曜開館しますJ 4月より各児童センターで日曜開館をします 也 difl¥.し

開館施設 第 1日曜日…こば'と児童センタ- 第 2日曜日..かもめ児童センタ- f???イiいみニー
第 3日曜日・・・つばめ児童センタ- 第 4日曜日一-ひばり児童センターをご・oJ-よ;ιョ
第 5日曜日 休館日 記?J匂
1 0:00'"'"' 16:00 ※幼児は保護者の同伴が必要です。 'J ¥1" 4弛開館時間



日のフぉコ‘桔報カしシ夕、一

:歓送迎会シーズンですが

j飲酒運転は絶対やめましょう い

暴力団に関する困り事相談22 値目
13:00~ 市役所 1 階市民相談室 (P16 参照)

春の苗木・草花即売会(桜・ラベンダーなど)23 (.出
9:00'"'-' 15:00市役所前広場

魚津の朝市 7:00~ i海の駅」霊気楼

24 (日)第 25回魚津しんきろうマラソン

9:00開会式・水族館発着 (P23関連記事)

1 働歴史民俗博物館開館 (11/30まで無休)

2 ( ハ 一一一一ー~~

3 
4 (月)Iにつし吋臨みのパンフレットをこらんください

5 (刈市立小中学校・幼稚園始業式 側、

6 (:水)市立小中学校入学式 ~刊 明書

7 (:木)大町・経由幼稚園入国式 • .c創刊~UlJ

市役所屋上こいのぼり掲揚
8働

10:00'"'-'上口保育園園児のみなさんが参加

9 (出
魚津の朝市 7:00~ i海の駅」霊気楼

4月の歩こう会 8:30 JR魚津駅集合

JR 八尾駅~神通川水辺プラザ花見rvJR笹津駅

10 (日) 炉問合せ先魚津歩こう会 ft24-3123(盛永)

街頭献血 9:00~16:00 アピタ魚津庖

平成17年度スポーツ少年団総合結図式

9:30~ ありそドーム

18 (月)

19伏)

20 (*) 

21 (木)

11 (月)

12 (刈

13 (水) 訂正(9~畠薗圏直ヨ三・E民:.d靖

…
配
ロ

…

一
気

M
-

…
直

b
…

…
は
-HJ

…

…
年

亮

…

今
.
力

…

30 (出

子育て支援センター「あいあい」関所
14 (木)

10:00~ 魚津愛育圏内 (P25 参照)

15 種目

16 (土)

ふれあい無料入浴デイ (70歳以上の方対象)
17 (日)

14:00~17:00 からつ湯(経田中町)

今月のしPガス保安点検調査地域 天神地区

炉問合せ先 富山県 LPガス保安センタ-

新川地区支所岱24-5340

国 休日当番医(診療時間/午前9時~午後5時)

診療日 一般医 診療日 歯科医

似日回)江 幡 医 院芸2iJ兵九号弘三0z 似日印)吉岡歯科医院ゐ7J品ι叩-0品5品R 
1叩o(佃側日回)扇 谷 医 院芸μμ山-イ13主 10 (岡日田)小森歯科医院 4品ゐんω076苅6ι0∞0z

1η7 (8個側目回)鈴木産婦人科医院 芸2/z九三志8z 1げ7(伺側目印)小泉歯科医院為んん7苅九6ι品.

24(佃日回)羽田内科医院芸2三A九3h6E n川(側日印)佐伯歯科医院品76-ι0」3品E 
29働浦田クリニツク芸山OA 29働岡田歯科医院志76.U1・282

M 日)松井医院さ22-A M 日)網谷歯科医院 2叫hE
3(*)平井整形外科医院芸2A8Z! 3(刈公園通り歯科 L.h.88:

4側深川病院雲3九li 4側辻歯科医院ふ76ム681

5同船崎内紛れ朋医院芸む2幻仔山2ιμ.J3J9忠 5側やすだ歯科 2息恥叫7苅九6ι.;Uル弘Lhjh弘いいιM凶-6倒4

EE酌闘言謂員'租H闘堅堕圏ヨ話5困ヨ田:t阿姐白辰悶頃忌扇:藍轟盟gj孟::1(黒部消防署向側怨5日4-心Oω731) 晶斗込L

診療時間/午後 7 時~11 時 診療科目/内科・小児科・外科 鍾まDι

百 楽 荘 へ の E 
福祉パス運行予定E

() 

地区

天神

鹿熊

上中島

片貝

坪野

下中島

上野方

西布施

運行日

4月 5日{火)

4月 6日(水)

4月 7日(木)

4月12日決)

4月13日制

4月14日(木)

4月19日決)

4月21日(木)

大百楽荘では福祉パスの運行

にあわせて、介護予防教室

を行っています。

ぜひご利用ください。

砂問合せ先

社会福祉課高齢福祉係

H23-1007 



魚
津
駅
前
広
場
に
「
う
ま
い
水
」
と
名
付
け
ら
れ
た

水
飲
み
場
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
旧
洗
足
学
園
魚
津
短
期

大
学
で
主
任
教
授
を
務
め
た
国
文
学
者
の
故
池
田
弥
三

郎
氏
が
、
昭
和
町
年
新
春
に
、
当
時
の
清
河
市
長
ら
と

水
を
テ
ー
マ
に
し
た
座
談
会
で

「
こ
ん
な
う
ま
い
水
は

日
本
の
ど
こ
に
も
な
い
。
こ
の
水
を
全
国
に
広
く
宣
伝

し
た
ら
・
:
」
と
提
言
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
造
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
市
制
施
行
初
周
年
と
も
重

な
り
、
魚
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
の
寄
付
を

工
事
費
の
一
部
と
し
て
、
昭
和
問
年
1
月
に
完
成
し
た
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
魚
津
の
水
が
も
っ
て
い
る
秘
め
ら
れ
た
魅
力

を
、
自
然
、
歴
史
、
産
業
、
文
化
な
ど
多
様
な
面
か
ら
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
あ
な
た
の
身
近
に
あ
る
「
水
」
に
ま
つ
わ
る
お
話
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

( 広報うおづ… WJ∞0…号|

完
成
当
初
は
、
水
質
管
理
の
難
し

一

一さ
な
ど
か
ら
地
下
水
を
水
源
と
す
る

一

一市
の
水
道
水
を
利
用
し
て
い
た
が
、

…夏
場
に
ぬ
る
く、

冬
冷
た
い
と
の
風

一

一評
が
あ
り
、

3
年
後
の
昭
和
引
年
5
一

…月
、
深
さ
印
メ
ー
ト
ル
の
井
戸
を
掘

一

一り
、
水
源
を
井
戸
水
に
切
り
替
え
た

…

一経
緯
が
あ
る
。

…

水
飲
み
場
施
設
は
、

J

R
魚
津
駅
舎
前

に
水
飲
み
器

2
基
や
小
さ
な
滝
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
周
り
に
市
内
を
流
れ
る

4
つ

の
河
川
か
ら
採
取
し
た
大
小
と
り
ま
ぜ
た

自
然
石
約
打
ト
ン
を
日
本
庭
園
風
に
配
置
し

て
い
る
。
中
央
に
は
布
施
川
の
黒
御
影
石

の
碑
石
が
立
て
ら
れ
、
池
田
氏
の
残
さ
れ

た
色
紙
か
ら
と
っ
た
書
体
で
「
う
ま
い
水
」

と
刻
み
、
自
作
の
都
々
逸
(
ど
ど
い
つ
〉

長
生
き
し
た
け
り
ゃ
魚
津
に
お
い
で
、

う
ま
い
空
気
に
水
が
あ
る

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
水
飲
み
場
は
県
内
に
数
多

く
あ
る
優
れ
た
水
環
境
を
広
く
県
民
に
紹

介
し
、
水
に
対
す
る
認
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
富
山
県
が
選
定
し
た
「
と

や
ま
の
名
水
」
に
も
選
ば
れ
、
魚
津
を
訪

れ
た
観
光
客
の
旅
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
る
。

ふ
ヤぬふ

V
2
月
は
け
つ
こ
う
暖
か
か
っ
た
の
に

V
3
月
は
寒
い
日
が
多
く
「
い
つ
に
な
っ

ド

た
ら
春
が
来
る
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
願

日

い
に
も
似
た
思
い
で
編
集
を
し
て
い
た

均

ら
、
昨
年
の
「
桜
」
の
写
真
に
目
が
と

今

ま
り
ま
し
た
。

V
撮
影
日
は

2
0
0
4

万

年

4
月
6
日
、
翌
月

(
2
0
0
4
年
5

恥

月
号
〉
の
表
紙
に
は
時
期
は
ず
れ
と
な
っ

ぬ

て
し
ま
い
、
お
蔵
入
り
に
な
っ

て
い
た

伊

も
の
で
す
。
「

1
年
前
の
写
真
を
表
紙

同

に
使
う
の
は
ど
う
か
」
と
も
考
え
ま
し

持

た
が
、
季
節
感
と
い
う
も
の
を
考
え
る

尚一

と
こ
れ
ほ
ど
良
い
題
材
は
あ
り
ま
せ
ん
D

M
V
考
え
て
み
る
と
こ
れ
ま
で
の
広
報
誌

記

で
4
月
号
表
紙
に
桜
が
載
っ
た
こ
と
は

い

ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
し
て
カ
ラ
l
化
し

ゅ

て
か
ら
は
初
め
て
の
こ
と
。
「
今
年
も

九

み
ご
と
に
咲
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願

今

い
を
こ
め
て
前
例
の
な
い
こ
と
に
チ
ャ

伽

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
o
V
そ
れ
に
し
て
も

執

「
花
」
と
い
う
の
は
何
故
こ
う
も
心
を

伽

和
ま
せ
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
振

執

り
返
っ
て
み
る
と
広
報
誌
の
表
紙
写
真

同

も
「
花
」
の
ア
ッ
プ
が
何
回
か
あ
っ
た

吟

と
思
い
ま
す
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
ど
れ

t

も
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
月

一一

の
「
桜
」
は
あ
な
た
の
心
に
和
み
を
も

ば

た
ら
し
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
広
報
う

的

お
づ
で
あ
な
た
も
ヒ

l
リ
ン
グ
ワ
(
よ
)

か

--m理彊E・E -
備
蓄
h

'
z
w
T
F
 

(平成 17年2月末現在)

(-5) 人22，682 男

T急(-21) 人24，232 女

担
出
一

( -26) 46，914人iT 
==ロ

(+ 1) 世帯数 16，049世帯

※カッコ内は前月対比

一津市一一刊~JJII:I;叩県間釈迦堂一丁目 illJ 番 1号町一.
ホームページアドレス http://www.city.uozu.toyama.jp メールアドレス/info@city.uozu.lg.jp 


